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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　分子内に１個以上のカルボキシル基を有するα，β－不飽和二重結合含有化合物(Ａ)の
カルボキシル基と、３員環状のイミン環を１個以上含有する環状イミン化合物(Ｂ)の３員
環状のイミン環とを反応させてなる、下記一般式（１）に示す部分構造を１つ以上有する
反応性モノマー、
　ポリエステル系オリゴマー、ポリウレタン系オリゴマー、ポリエポキシ系オリゴマー、
およびアクリル系オリゴマーよりなる群から選ばれたα，β－不飽和二重結合を１個以上
有する少なくとも１種類以上のオリゴマー、
　分子内にカルボキシル基を有しないα，β－不飽和二重結合含有化合物、
　および
　活性エネルギー線重合開始剤(Ｄ)を含む、
　プラスチックフィルム用活性エネルギー線重合性接着剤。
　
　一般式（１）
　－ＣＯＯ－（ＣＨ２）２－ＮＨ－
 
【請求項２】
　プラスチックフィルムが、ポリビニルアルコールフィルム、トリアセチルセルロースフ
ィルム、ポリオレフィン系フィルム、ポリエステル系フィルム、ポリカーボネート系フィ
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ルム、ポリアリレート系フィルム、アクリル系フィルム、ポリフェニレンサルファイド系
フィルム、ポリスチレン系フィルム、ビニル系フィルム、ポリアミド系フィルム、ポリイ
ミド系フィルム、およびオキシラン系フィルムからなる群より選ばれる透明フィルムであ
る、請求項１記載のプラスチックフィルム用活性エネルギー線重合性接着剤。
 
【請求項３】
　請求項１または２記載のプラスチックフィルム用活性エネルギー線重合性接着剤からな
る層を、
　プラスチックフィルムの片面、又は両面に積層してなることを特徴とする積層体。
【請求項４】
　請求項１記載のプラスチックフィルム用活性エネルギー線重合性接着剤からなる層を介
して、
　ポリビニルアルコール系偏光子の両面に、トリアセチルセルロース系保護フィルムが積
層されているか、または
　ポリビニルアルコール系偏光子の片面または両面に、シクロオレフィ系フィルム、アク
リル系フィルム、ポリカーボネート系フィルム、およびポリエステル系フィルムからなる
群より選ばれるフィルムが積層されている、
　光学素子用積層体。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、成形樹脂、注型樹脂、光造形用樹脂、封止剤、歯科用重合レジン、印刷イン
キ、印刷ニス、塗料、印刷版用感光性樹脂、印刷用カラープルーフ、カラーフィルター用
レジスト、ブラックマトリクス用レジスト、液晶用フォトスペーサー、リアプロジェクシ
ョン用スクリーン材料、光ファイバー、プラズマディスプレー用リブ材、ドライフィルム
レジスト、プリント基板用レジスト、ソルダーレジスト、半導体用フォトレジスト、マイ
クロエレクトロニクス用レジスト、マイクロマシン用部品製造用レジスト、エッチング用
レジスト、マイクロレンズアレー、絶縁材、ホログラム材料、光学スイッチ、導波路用材
料、オーバーコート剤、粉末コーティング、接着剤、粘着剤、離型剤、光記録媒体、粘接
着剤、剥離コート剤、マイクロカプセルを用いた画像記録材料のための組成物、各種デバ
イスなどの分野において、良好な物性を持った重合物を得るための反応性モノマーおよび
それを用いた樹脂組成物に関し、特に優れた耐熱性、耐湿性、熱的寸法安定性、耐候性等
を有する活性エネルギー線重合性樹脂組成物に関する。さらに本発明は、その活性エネル
ギー線重合性樹脂組成物を用いてなる活性エネルギー線重合性接着剤または活性エネルギ
ー線重合性コート剤、及び積層体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　活性エネルギー線重合技術は、その速い重合速度、一般に無溶剤であることによる良好
な作業性、極めて低いエネルギー必要量の省エネルギー化等種々の特性に加え、近年、環
境汚染問題により、環境汚染の低減化を図れるという利点を有しているため、建装材料、
包装材料、印刷材料、表示材料、電気電子部品材料、光学デバイス、ディスプレイなどの
分野において、その利用分野は拡大傾向にある。
　これらは、活性エネルギー線で重合し得る樹脂とα，β－不飽和二重結合基を有する単
量体のみを含有し、単量体が溶媒の機能をかねていることから塗膜形成時に溶剤が揮発し
ないという利点があるからである。そして、この活性エネルギー線重合性を有する樹脂と
して、低分子量のポリエステル系樹脂、ポリウレタン系樹脂、ポリエポキシ系樹脂、アク
リル系オ樹脂等の分子末端にα，β－不飽和二重結合を有するオリゴマーやα，β－不飽
和二重結合を有する単量体等が利用されている。
【０００３】
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　しかしながら、上記成分の樹脂組成物は、必ずしも基材(被塗布面)との密着性が良いわ
けではなく、各種の工夫がなされている。即ち、上記のオリゴマーは根本的に分子骨格を
変更するもので特定の飽和共重合ポリエステルを利用する方法(特許文献１)、活性エネル
ギー線重合性オリゴマーにα，β－不飽和二重結合基の末端変性リン酸エステルの金属塩
を配合する方法(特許文献２)、トリシクロデセニル基とα，β－不飽和二重結合基とを有
する化合物を配合する方法(特許文献３)等により、各種基材との密着性を向上させるべく
研究がなされている。
【０００４】
　また、これらの活性エネルギー線重合性樹脂に用いられる反応性オリゴマー類は、一般
的に粘性が極めて高く、単独で塗料や接着剤のバインダーとして扱うことは困難であり、
通常、α，β－不飽和二重結合基を有する低粘度の反応性希釈剤を混合することにより、
バインダーとしての操作性を高めている。これらの反応性希釈剤としては、α，β－不飽
和二重結合基を有する単量体等数多くの化合物が知られている(特許文献４～６)。中でも
アクリル酸エステル類は、一般的に活性エネルギー線による重合性に優れているが、その
一方で臭気、皮膚刺激性が強く、アクリル酸エステル類を含むコーティング剤や接着剤の
塗布作業環境を損なうという欠点を有していた。
【０００５】
　また、近年、ディスプレイを含めた情報通信機器の発達と汎用化は目覚しいものがあり
、これらの表示装置には、コーティング剤、接着剤、あるいはシーリング剤等の更なる性
能向上及び生産性の向上が求められており、活性エネルギー線重合性材料を用いた様々な
提案がされている。このような表示装置には、通常、外部光源からの反射を防ぐための反
射防止フィルムや、表示装置の表面の傷付き防止のための保護フィルム(プロテクトフィ
ルム)など、用途に応じて様々なフィルムが使用されており、例えば、ＬＣＤを構成する
液晶セル用部材においては、偏光板や位相差フィルムが積層されている。
【０００６】
　また、フラットパネルディスプレイ(ＦＰＤ)は、表示装置として利用するだけではなく
、その表面にタッチパネルの機能を設けて、入力装置として利用されることもある。タッ
チパネルにも、保護フィルム、反射防止フィルムやＩＴＯ蒸着樹脂フィルムなどが使用さ
れている。
 また、表示装置には、液晶層を背面から照らして発光させるバックライト方式が普及し
、液晶層の下面側にエッジライト型、直下型等のバックライトユニットが装備されている
。かかるエッジライト型のバックライトユニットは、基本的には光源としての線状のラン
プと、ランプに端部が沿うように配置される方形板状の導光板と、導光板の表面側に配設
される光拡散シートと、光拡散シートの表面側に配設されるプリズムシートを備えている
。最近では、光源に令陰極管(ＣＯＦＬ)から色再現性や省電力に優れた発光ダイオード(
ＬＥＤ)が使用されるようになってきたため、より耐熱性や寸法安定性の要求が高まって
きている。
 このようなフィルムは、接着剤を介して被着体に貼着して光学素子用積層体として表示
装置に使用されている。表示装置に用いられる接着剤は、まず透明性や耐熱性に優れるこ
とが要求されるので、アクリル系樹脂を主剤とする溶剤含有の２液硬化型接着剤が一般に
使用されている。
　しかしながら、従来の活性エネルギー線重合性樹脂組成物の重合物には、光学用途に用
いるには透明性が劣ることや、屈折率を自由に選べないこと、また、高屈折率を有するも
のは接着性が十分でないといった問題点が指摘されている。
【０００７】
　活性エネルギー線重合性組成物を活性エネルギー線重合して得られる高屈折率を有する
透明な重合物として、硫黄含有のα，β－不飽和二重結合化合物を含有する組成物を重合
させたものが提案されているが、このものはＪＩＳＫ６８５６に準じた曲げ接着強度(ＳA

)が０．１以下であり、接着性が不十分であるといった問題点がある(例えば、特許文献７
、８)。
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【０００８】
　そこで、光学素子積層体用の活性エネルギー線重合性接着剤には、実質的に有機溶剤を
含有しない状態で屈折率や全光線透過率、あるいはＨＡＺＥの良好なものが求められる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開昭５６－９５９０２号公報
【特許文献２】特開昭５７－１８０６１８号公報
【特許文献３】特開昭５７－８７４０９号公報
【特許文献４】特開平６－３２９７３１号公報
【特許文献５】特開２００１－２４０６０９号公報
【特許文献６】特開２００４－０９９６４４号公報
【特許文献７】特開平４－１０８８１６号公報
【特許文献８】特開平５－２７１３８３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明の目的は、優れた耐熱性、耐湿性、熱的寸法安定性、耐候性等を有する新規な反
応性モノマーおよび活性エネルギー線重合性樹脂組成物を提供することである。本発明の
更なる目的は、各種透明フィルム、特に光学フィルムの貼り合わせにおいて、概活性エネ
ルギー線重合性樹脂組成物を使用した活性エネルギー線重合性接着剤及び／または活性エ
ネルギー線重合性コート剤を使用する事によって、各種光学フィルムの種類を問わず、簡
便かつ強固に接着でき、有機溶剤を実質的に含まず、取り扱いの良好な活性エネルギー線
重合性接着剤、及びそれを用いて、従来に比して打抜き加工性及び湿熱耐久性に優れた積
層体、特に光学素子用積層体を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明者らは、上記の諸問題点を考慮し解決すべく鋭意研究を重ねた結果、本発明に至
った。すなわち本発明は、分子内に１個以上のカルボキシル基を有するα，β－不飽和二
重結合含有化合物(Ａ)と、環状イミン化合物(Ｂ)とを反応させてなる反応性モノマーに関
する。
【００１２】
　また本発明は、環状イミン化合物(Ｂ)が、３員環状のイミン環を１個以上含有する化合
物であることを特徴とする上記反応性モノマーに関する。
【００１３】
　また本発明は、上記反応性モノマーと、樹脂(Ｃ)とを含有することを特徴とする樹脂組
成物に関する。
【００１４】
　また本発明は、上記樹脂組成物と、活性エネルギー線重合開始剤(Ｄ)とを含有すること
を特徴とする活性エネルギー線重合性樹脂組成物に関する。
【００１５】
　また本発明は、上記活性エネルギー線重合性樹脂組成物からなる活性エネルギー線重合
性接着剤剤に関する。
【００１６】
　また本発明は、上記活性エネルギー線重合性樹脂組成物からなる活性エネルギー線重合
性コート剤に関する。
【００１７】
　また本発明は、上記活性エネルギー線重合性接着剤、及び／又は活性エネルギー線重合
性コート剤からなる層を、
　基材の片面、または両面に積層してなることを特徴とする積層体に関する。
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【００１８】
　また本発明は、上記積層体を用いて得られる光学素子用積層体に関する。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明により、低照度で重合可能かつ、優れた耐熱性、耐湿性、熱的寸法安定性、耐候
性等を有する新規な反応性モノマーおよび活性エネルギー線重合性樹脂組成物、及びそれ
を用いた活性エネルギー線重合性樹脂組成物接着剤及び／または活性エネルギー線重合性
コート剤を用いて、光学フィルムを簡便かつ強固に接着でき、打ち抜き加工性、耐熱性、
及び耐湿熱性の良好な積層体を得ることが可能となり、特に優れた光学素子用積層体を提
供することができるようになった。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　本発明の反応性モノマーは、分子内に１個以上のカルボキシル基を有するα，β－不飽
和二重結合含有化合物(Ａ)と環状イミン化合物(Ｂ)とを反応させてなることが特徴である
。
【００２１】
　本発明において、分子内に１個以上のカルボキシル基を有するα，β－不飽和二重結合
含有化合物(Ａ)(以下化合物(Ａ)と称す)は、分子内に少なくとも１個のカルボキシル基と
少なくとも１個のα，β－不飽和二重結合基を含有する化合物である。化合物(Ａ)のカル
ボキシル基は後述の環状イミン化合物(Ｂ)中の反応性基と、酸塩基反応や開環付加反応等
の相互作用があるために容易に反応する。化合物(Ａ)としては、その構造中にカルボキシ
ル基を有するものであれば、特に制限はなく、より具体的には、例えば、(メタ)アクリル
酸〔アクリル酸とメタクリル酸を併せて「(メタ)アクリル酸」と表記する。以下同様。〕
、(メタ)アクリル酸２－カルボキシエチル、(メタ)アクリル酸２－カルボキシプロピル、
(メタ)アクリル酸３－カルボキシプロピル、(メタ)アクリル酸４－カルボキシブチル、(
メタ)アクリル酸ダイマー、マレイン酸、フマル酸、モノメチルマレイン酸、モノメチル
フマル酸、アコニチン酸、ソルビン酸、ケイ皮酸、α－クロロソルビン酸、グルタコン酸
、シトラコン酸、メサコン酸、イタコン酸、チグリン酸、アンゲリカ酸、セネシオ酸、ク
ロトン酸、イソククロトン酸、ムコブロム酸、ムコクロル酸、ソルビン酸、ムコン酸、ア
コニット酸、ペニシル酸、ゲラン酸、シトロネル酸、４－アクリルアミドブタン酸、６－
アクリルアミドヘキサン酸、２－(メタ)アクリロイルオキシエチルサクシネート、あるい
はモノ(メタ)アクリル酸ω－カルボキシポリカプロラクトンエステル等のラクトン環の開
環付加により末端にカルボキシル基を有するポリラクトン系(メタ)アクリル酸エステル、
あるいはエチレンオキサイドやプロピレンオキサイド等のアルキレンオキサイドの繰り返
し付加した末端にカルボキシル基を有するアルキレンオキサイド付加系コハク酸と(メタ)
アクリル酸のエステル等のカルボキシル基含有の脂肪族系のα，β－不飽和二重結合基含
有カルボン酸類やその酸無水物類；
【００２２】
　例えば、２－(メタ)アクリロイルオキシエチルヘキサヒドロフタレート、２－(メタ)ア
クリロイルオキシエチルフタレート、２－(メタ)アクリロイルオキシプロピルフタレート
、２－(メタ)アクリロイルオキシブチルフタレート、２－(メタ)アクリロイルオキシヘキ
シルフタレート、２－(メタ)アクリロイルオキシオクチルフタレート、２－(メタ)アクリ
ロイルオキシデシルフタレート、２－ビニル安息香酸、３－ビニル安息香酸、４－ビニル
安息香酸、４－イソプロペニルベンゼンカルボン酸、桂皮酸、７－アミノ－３－ビニル－
３－セフェム－４－カルボン酸等のカルボキシル基含有の脂環や芳香環を有するα，β－
不飽和二重結合基含有カルボン酸類やその酸無水物類等が挙げられるが、特にこれらに限
定されるものではない。これらは、１種だけを用いてもよいし、あるいは、複数種を併用
してもよい。
【００２３】
　次に、本発明の環状イミン化合物(Ｂ)について説明する。
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【００２４】
　本発明において、環状イミン化合物(Ｂ)は、反応基として環状イミノ基を１個以上有す
る化合物であり、より具体的には、例えば３員環状のエチレンイミン(アジリジンともい
う)、４員環状のアザシクロブタン(アゼチジンともいう)、５員環状のピロリジン(アゾリ
ジンともいう)、６員環状のピペリジン(アジナンともいう)、７員環状のヘキサメチレン
イミン(アゼパンともいう)等の飽和複素環類、あるいは、３員環の１Ｈ－アジリジン、２
Ｈ－アジリジン、４員環のアゼト等の不飽和複素環類が反応基として１個以上含有される
化合物である。塩基性が弱いが立体歪みの大きい飽和複素環のエチレンイミンが求核的開
環反応を起こしやすく、化合物(Ａ)との相互作用は大きいため、工業的には好ましい。
【００２５】
　３員環状のエチレンイミンを有する環状イミン化合物(Ｂ)としては、より具体的には、
例えば、エチレンイミン、１－メチルアジリジン、１－エチルアジリジン、１－プロピル
アジリジン、１－ブチルアジリジン、１－ｔｅｒｔ－ブチルアジリジン、１－ヘキシルア
ジリジン、１－オクチルアジリジン、１－デシルアジリジン、１－オクタデシルアジリジ
ン、プロピレンイミン(２－メチルアジリジンともいう)、(Ｓ)－２－メチルアジリジン、
２－エチルアジリジン、２－プロピルアジリジン、２－ブチルアジリジン、２－ヘキシル
アジリジン、２－オクチルアジリジン、２－デシルアジリジン、２－オクタデシルアジリ
ジン、１－ヘキシル－２－メチルアジリジン、２，２－ジメチルアジリジン、２，３－ジ
メチルアジリジン、１－(２－エチルブチリル)アジリジン 、２－ヘプチル-3-メチルアジ
リジン、(２Ｒ)－１－ヘキシル－１α－メチルアジリジン、１，２α，３β－トリメチル
アジリジン、２，２，３，３，－テトラメチルアジリジン、２α－ｔｅｒｔ－ブチル－３
β―メチルアジリジン、２α―イソプロピル－１，３β－ジメチルアジリジン、２α―メ
チル－３β―(１－メチルエチル)アジリジン、２α―(ｔｅｒｔ－ブチル)－１，３β－ジ
メチルアジリジン、(１Ｓ，２Ｓ)－１，２－ジイソプロピルジアジリジン、１，２α－ジ
イソプロピル－３β―メチルアジリジン、(１Ｒ，２Ｒ)－１，２－２ジイソプロピルジア
ジリジン、２β－(ｔｅｒｔ－ブチル)－１－エチル－３α－メチルアジリジン、１－イソ
プロピル－２α,３α－ジメチルアジリジン、１－エチル－２－メチレンアジリジン、１
－エチル－２α－メチル－３β―(１－メチルエチル)アジリジン、１β－ｔｅｒｔ－ブチ
ル－２β,３β－ジメチルアジリジン、２α－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ヘキシル－３β―
メチルアジリジン、１－エチル－２α－メチル－３β―(１－メチルエチル)アジリジン、
１－ブチル－２α－メチル３β―(１メチルエチル)アジリジン等の単官能の脂肪属系エチ
レンイミン類；
【００２６】
　例えば、１－フェニルアジリジン、(Ｒ)－２－フェニルアジリジン、(Ｓ)－２－フェニ
ルアジリジン、２－(フェニルメチル)アジリジン、２－(フェニルエチル)アジリジン、２
－メチル－２－フェニルアジリジン、１－エチル－２－フェニルアジリジン、１－(フェ
ニルメチル)アジリジン、 (２β，３α)－１，２－ジメチル－３－フェニルアジリジン、
２－ｔｅｒｔ－ブチル-2-フェニルアジリジン、１－ベンジル－２－メチルアジリジン、
１－ベンジル－２－アセチル－２－メチルアジリジン、２－ベンジル－３－フェニルアジ
リジン、(２Ｒ)－１－ベンジル－２α－メチルアジリジン、(２Ｒ，３Ｒ)－１－ベンジル
－２－フェニル－３－ベンゾイルアジリジン、１－ベンジル－２－ｔｅｒｔ－ブチル－３
－メチルアジリジン、２β－フェニル－１，３β－ジメチルアジリジン、２α－メチル－
３β－フェニルアジリジン、(２Ｓ)－２β－フェニル－３β－ベンジルアジリジン 、(２
Ｒ)－１－ベンジル－２β，３α－ジメチルアジリジン、１－(２，４，６－トリニトロフ
ェニル)アジリジン１－シクロヘキシル－２β－フェニル－３β－(ｐ－メトキシベンゾイ
ル)アジリジン、１－シクロヘキシル－２α－フェニル－３α－(ｐ－メチルベンゾイル)
アジリジン、１－シクロオクチル－２β－フェニル－３β－(ｐ－メトキシベンゾイル)ア
ジリジン、１－シクロオクチル－２α－フェニル－３α－(ｐ－メチルベンゾイル)アジリ
ジン、１－(２－ナフトイル)アジリジン、１－(１，２，３，４－テトラヒドロナフタレ
ン－２－イル)アジリジン、１－(ｐ－ニトロベンゾイル)アジリジン、等の単官能の芳香
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族系エチレンイミン類；
【００２７】
　例えば、１－シクロヘキシルアジリジン、２－シクロヘキシルアジリジン、１－(１－
アダマンチル)アジリジン、１－(１－ノルボルナン)アジリジン等の単官能の脂環族系エ
チレンイミン類；
【００２８】
　例えば、１－(２－ヒドロキシエチル)エチレンイミン、２－(アジリジン－１－イル)－
２－プロパノール、３－(２－メチルアジリジン－１－イル)－１，２－プロパンジオール
、１－(ヘプタデシルカルバモイル)アジリジン、１－(ドデシルカルバモイル)エチレンイ
ミン、α－(アジリジン－１－イル)ベンゼンエタノール、α－(アジリジン－１－イルメ
チル)ベンジルアルコール、α－エテニル－１－アジリジンエタノール、α－(２，２，３
，３，４，４，５，５，６，６，７，７，８，８，９，９－ヘプタデカフルオロノニル)
－１－アジリジンエタノール等の水酸基含有の単官能エチレンイミン類；
【００２９】
　例えば、１－アジリジンプロパン酸、１－アジリジンブタン酸、１－アジリジンヘキサ
ン酸、２－アジリジンカルボン酸、２－アジリジンカルボン酸ナトリウム等の単官能のカ
ルボキシル基含有エチレンイミン類やその金属塩；
【００３０】
　例えば、１－(メトキシメチル)アジリジン、２－(メトキシメチル)アジリジン、１－(
メトキシエチル)アジリジン、２－(メトキシエチル)アジリジン、(２Ｒ)－２α－メチル
－１－(４－メトキシベンジル)アジリジン、１－(４－メトキシベンジル)－２－メチルア
ジリジン、(Ｓ)－アジリジン－２α－カルボアルデヒドジエチルアセタール、等のアルコ
キシ基含有の単官能エチレンイミン類；
【００３１】
例えば、アジリジン－２－カルボン酸メチル、１－アジリジンカルボン酸イソプロピル、
１－アジリジンカルボン酸ブチル１－ブチル－２－メチルアジリジン－２－カルボン酸メ
チル、１－(トリフェニルメチル)－２－アジリジンカルボン酸メチル、３－フェニルアジ
リジン－２－カルボン酸エチル、１－ベンゾイルアジリジン－２－カルボン酸イソプロピ
ル、１－ベンジル－２－メチルアジリジン－２－カルボン酸メチル、１－フェニル－２－
メチルアジリジン－２－カルボン酸メチル、１‐［(メトキシカルボニル)メトキシ］アジ
リジン‐２，２‐ジカルボン酸ジメチル、１－アジリジンプロピオン酸エチル、１－アジ
リジンプロピオン酸プロピル、１－アジリジンプロピオン酸ベンジル、１－アジリジンプ
ロピオン酸2-メトキシエチル、１－アジリジンプロピオン酸２－プロピル、１－アジリジ
ンプロピオン酸イソプロピル、１－アジリジンプロピオン酸シクロプロピルメチル、１－
アジリジンプロピオン酸sec-ブチル、１－アジリジンプロピオン酸シクロヘプチル、１－
アジリジンプロピオン酸シクロヘキシル、１－アジリジンプロピオン酸２－メチルシクロ
ヘキシル、１－アジリジンプロピオン酸シクロペンチル、１－アジリジンプロピオン酸フ
ェニル、１－アジリジンプロピオン酸ネオペンチル、１－アジリジンプロピオン酸シンナ
ミル、１－アジリジンプロピオン酸フェネチル、１－アジリジンプロピオン酸２－ニトロ
ブチル等のエステル基含有の単官能エチレンイミン類；
【００３２】
　例えば、１－アセチルアジリジン、２－アセチルアジリジン、１－ブチル－２－アセチ
ル－２－メチルアジリジン、１－フェニル－２－アセチル－２－メチルアジリジン、１－
[(１－ナフチルオキシ)アセチル]アジリジン、１－ヘキサノイルアジリジン、１－ノナノ
イルアジリジン、１－ラウロイルアジリジン、１－オレオイルアジリジン、１－ステアロ
イルアジリジン、１－ミリストイルアジリジン、フェニル(アジリジン－１－イル)ケトン
、１－(２－メチル－１－オキソプロピル)アジリジン、１－(１－オキソブチル)アジリジ
ン、フェニル(アジリジン－１－イル)ケトン、フェニル(アジリジン－１－イル)ケトン等
のアシル基含有の単官能エチレンイミン類；
【００３３】
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　例えば、アジリジン－１－アミン、アジリジン－２－アミン、１－(２－アミノエチル)
アジリジン、(２Ｓ)－２－［(Ｓ)－１－ヒドロキシエチル］アジリジン－１－アミン、((
２Ｓ)－Ｎ－エチル－２α－アセチル－３β－(４－メトキシフェニル)アジリジン－１－
アミン、２－(アジリジン－１－イル(－４，６－ジメトキシ－１，３，５－トリアジン、
６－(アジリジン－１－イル)－１，３，５－トリアジン－２，４－ジアミン、４，６－ジ
(アジリジン－１－イル)－Ｎ－(２，２－ジメチル－１，３－ジオキサン－５－イル)－１
，３，５－トリアジン－２－アミン等のアミノ基含有の単官能エチレンイミン類；
【００３４】
　例えば、Ｎ－(ｐ－メチルフェニル)－１－アジリジンカルボキサミド、Ｎ－(４－ニト
ロフェニル)－１－アジリジンカルボキサミド等のアミノカルボニル基含有の単官能エチ
レンイミン類；
【００３５】
　例えば、Ｎ－シクロヘキシル－１－アジリジンカルボアミド、Ｎ－メチル－１－アジリ
ジンカルボアミド、Ｎ，２－ジメチル－１－アジリジンカルボアミド、Ｎ－ベンジル－１
－アジリジンプロピオンアミド、Ｎ－フェニルアジリジン－１－カルボアミド、Ｎ－(４
－メトキシフェニル)－１－アジリジンカルボアミド、１－フェニル－２－メチルアジリ
ジン－２－カルボアミド、１－ベンジル－２－メチルアジリジン－２－カルボアミド、１
－ブチル－２－メチルアジリジン－２－カルボアミド、１－(２－アミノエチル)アジリジ
ン、Ｎ－(２－メトキシフェニル)－１－アジリジンカルボアミド、Ｎ－(１－ナフチル)－
１－アジリジンカルボアミド、Ｎ， Ｎ－ジメチル－１－アジリジンカルボアミド、Ｎ，
Ｎ－ジエチル－１－アジリジンプロピオンアミド、Ｎ－(２－メトキシフェニル)－１－ア
ジリジンカルボアミド等のカルボアミド基含有の単官能エチレンイミン類；
【００３６】
　例えば、２－アジリジンカルボニトリル、３－(アジリジン－１－イル)プロピオノニト
リル、１－フェニル－２－メチルアジリジン－２－カルボニトリル、１－ベンジル－２－
メチルアジリジン－２－カルボニトリル、１－ブチル－２－メチルアジリジン－２－カル
ボニトリル、１－[(２Ｈ３)メチル]アジリジン－２－カルボニトリル、１－ベンゾイルア
ジリジン－２カルボニトリル、１－ｔｅｒｔ－ブトキシカルボニルアジリジン－２－カル
ボニトリル、１－[(ｐ－ニトロフェノキシ)アセチル]アジリジン等のカルボニトリル基含
有の単官能エチレンイミン類；
【００３７】
　例えば、１－シアノ－２，２－ジメチルアジリジン、１－(ｔｅｒｔ－ブチル)－２－シ
アノ－３，３－ジプロピルアジリジン、１－(ｔｅｒｔ－ブチル)－２－シアノ－３，３－
ジエチルアジリジン、１－(ｔｅｒｔ－ブチル)－２－シアノ－３－メチル－３－プロピル
アジリジン、１－(ｔｅｒｔ－ブチル)－２－シアノ－３，３－ジメチルアジリジン等のシ
アノ基含有の単官能エチレンイミン類；
【００３８】
　例えば、１－フェニルスルホニルアジリジン、１－[(８－メトキシ－５－キノリニル)
スルホニル]アジリジン、４－メチルフェニル(２－ブチルアジリジン－１－イル)スルホ
ン、１－トシル－２，３－ジフェニルアジリジン、１－(ｐ－トリルスルホニル(－２－フ
ェニルアジリジン、１－トシル－２－フェニル－２－ｔｅｒｔ－ブチルアジリジン等のス
ルホニル基含有の単官能エチレンイミン類；
【００３９】
　例えば、１－クロロアジリジン、２－クロロアジリジン、(１Ｓ，２Ｓ)－１－クロロ－
２－メチルアジリジン、１－(ｍ－クロロベンゾイル)アジリジン、α－トリクロロメチル
－１－アジリジンメタノール、１－[(４－クロロフェノキシ)アセチル]アジリジン、Ｎ－
(３－クロロフェニル)－１－アジリジンカルボアミド、１－[(２－クロロフェノキシ)ア
セチル]アジリジン、Ｎ－(４－クロロフェニル)－１－アジリジンカルボアミド、Ｎ－(３
，４－ジクロロフェニル)－１－アジリジンカルボアミド、Ｎ－(３，４－ジクロロフェニ
ル)－１－アジリジンプロピオンアミド、２－ｔｅｒｔ－ブチル－２－(フルオロメチル)
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アジリジン、１－アジリジンプロピオン酸２，２，３，３，４，４，４－ヘプタフルオロ
ブチル、１－アジリジンプロピオン酸２，２，２－トリフルオロエチル、１－トシル－２
－ｔｅｒｔ－ブチル－２－(フルオロメチル)アジリジン等のハロゲン基含有の単官能エチ
レンイミン類；
【００４０】
　例えば、１－(４－メチルフェニル)－２トリメトキシシリルアジリジン、１－(フェニ
ル)－２－(トリメチルシリル)アジリジン、１－(フェニル)－２－(トリメチルシリル)ア
ジリジン、１－(フェニル)－２－(トリメチルシリル)アジリジン等のシリル基含有の単官
能エチレンイミン類；
【００４１】
　例えば、２－メチル(メタ)アクリル酸２－(アジリジン－１－イル)エチル、１－ビニル
アジリジン、β－ビニル－１－アジリジンエタノール、β－ビニル－１－アジリジンエタ
ノールアセタート、[αＳ，(－)]－２－メチレン－α－ビニル－１－アジリジンエタノー
ル、[αＲ，(＋)]－２－メチレン－α－ビニル－１－アジリジンエタノール、Ｎ－アリル
－１－アジリジンプロピオンアミド、１－アリル－３β－イソプロピル－２α－メチルア
ジリジン等のα，β－不飽和基含有の単官能エチレンイミン類；
【００４２】
　例えば、１，１’－ビアジリジン、１，４－ビス(アジリジン－１－イル)ブタン、１，
２－エタンジオールビス(１－アジリジンプロピオナート)、３，６－ビス(１－アジリジ
ニル)－１，４－ベンゾキノン、１，１’－テレフタロイルビスアジリジン、Ｎ，Ｎ‘－
ビニレンビス(１－アジリジンカルボアミド)、１，１’－テトラメチレンビス(カルボニ
ル)ビスアジリジン、１，１’－(オクタメチレンジカルボニル)ビスアジリジン、１，１
’－(テトラメチレンジスルホニル)ビスアジリジン、１，１’－(ペンタメチレンビスス
ルホニル)ビスアジリジン、１，１’－(オクタメチレンビススルホニル)ビスアジリジン
、１，１’－(１，５－ナフチレンビススルホニル)ビスアジリジン、１，１’－(ｍ－フ
ェニレンビススルホニル)ビスアジリジン、１，４－ブタンジオール１，４－ビス(１－ア
ジリジンプロピオナート)、Ｎ，Ｎ’－ジフェニルメタン－４，４’－ビス(１－アジリジ
ンカルボキサイト)、Ｎ，Ｎ’－トルエン－２，４－ビス(１－アジリジンカルボキサイト
)、ビスイソフタロイル－１－(２－メチルアジリジン)、トリ－１－アジリジニルホスフ
ィンオキサイド、Ｎ，Ｎ’－ヘキサメチレン－１，６－ビス(１－アジリジンカルボキサ
イト)、ジフェニルメタン－４，４－ビス－Ｎ，Ｎ’－エチレンウレア、１，６－ヘキサ
メチレンビス－Ｎ，Ｎ’－エチレンウレア、ビス［１－(２－エチル)アジリジニル］ベン
ゼン－１，３－カルボン酸アミド等の２官能エチレンイミン類；
【００４３】
　例えば、トリス(アジリジン－２－イル)ホスフィンオキシド、２，２－ビス(ヒドロキ
シメチル)１，３－プロパンジオール－トリ－β－アジリジニルプロピオネート、トリス
－２，４，６－(１－アジリジニル)－１、３、５－トリアジン、２－メチルペンタン－２
，４－ジオールトリス［３－(１－アジリジニル)プロピオネート］、２－メチルペンタン
－２，４－ジオールトリス［３－(１－アジリジニル)ブチレート］、２－メチルペンタン
－２，４－ジオールトリス［３－(１－(２－メチル)アジリジニル)プロピオネート］、２
－メチルペンタン－２，４－ジオールトリス［３－(１－アジリジニル)－２－メチルプロ
ピオネート］、２，４，６－(トリエチレンイミノ)－Ｓｙｎ－トリアジン等の３官能エチ
レンイミン類；
【００４４】
　例えば、２，４，４，６－テトラキス(アジリジン－１－イル)－２，６－[オキシビス(
エチレンオキシエチレンオキシ)]－２，４，６－トリホスファ(Ｖ)－１，３，５－トリア
ジン、２，２－ビス(ヒドロキシメチル)１，３－プロパンジオールテトラ［３－(１－ア
ジリジニル)プロピオネート］等の４官能エチレンイミン類等が挙げられる。
【００４５】
　本願における反応性モノマーとは、ｎ＋１員環の環状イミンと、カルボキシル基との反



(10) JP 6369023 B2 2018.8.8

10

20

30

40

50

応により得られる、下記一般式（１）に示す部分構造を１つ以上有するモノマーである。

一般式（１）
-COO-(CH2)n-NH-
（式中、ｎは２以上の整数を表す。）
【００４６】
　また、１－アジリジンエタノールと分子内に一つ以上のイソシアナート基を持つ化合物
との反応から得られるウレタンアジリジン誘導体、１－アジリジンエタノールと酸無水物
や酸ハロゲン化物との反応から得られるエステルアジリジン誘導体、等公知の反応で化学
修飾した化合物を用いることができる。これらの誘導体は単独又は２種以上を組み合わせ
て使用することができる。
【００４７】
　次に、本発明の樹脂(Ｃ)について説明する。
【００４８】
　本発明の樹脂(Ｃ)は、少なくともα，β－不飽和二重結合基を１個以上有する化合物で
ある。本発明における活性エネルギー線重合性樹脂組成物は、上記反応性モノマーに樹脂
(C)を含有することで濡れ性や塗工適性が付与され打ち抜き加工性や剥離強度が向上でき
、また、硬化塗膜の凝集力や架橋密度が付与されゲル分率、収縮率、耐久性が向上する。
【００４９】
　本発明に用いられる樹脂(Ｃ)について説明する。ポリエステル系オリゴマー、ポリウレ
タン系オリゴマー、ポリエポキシ系オリゴマー、アクリル系オリゴマー及び分子内にカル
ボキシル基を有しないα，β－不飽和二重結合含有化合物よりなる群から選ばれた少なく
とも１種類以上の化合物であり、特に制限が無く使用できる。
【００５０】
　ポリエステル系オリゴマーとしては、主鎖骨格にエステル結合を１個以上有するもので
あれば、特に制限無く使用でき、多塩基酸と多価アルコールを重縮合して得られるポリエ
ステルの末端あるいはポリエステル鎖中の水酸基と(メタ)アクリル酸、マレイン酸などの
前述の分子内に１個以上のカルボキシル基を有するα，β－不飽和二重結合含有化合物(A
)とのエステル化によって得られる化合物、あるいはポリエステルの末端あるいはポリエ
ステル鎖中のカルボキシル基と(メタ)アクリル酸２－ヒドロキシエチル、(メタ)アクリル
酸２－ヒドロキシプロピルなどの分子内に１個以上の水酸基を有するα，β－不飽和二重
結合含有化合物とのエステル化によって得られる化合物である。その他、酸無水物と(メ
タ)アクリル酸グリシジルと少なくとも１個の水酸基を有する化合物とから得られるポリ
エステルオリゴマーなどがある。
【００５１】
　上記、多塩基酸としては、脂肪族系、脂環族系、及び芳香族系が挙げられ、それぞれ特
に制限が無く使用できる。脂肪族系多塩基酸としては、より具体的には、例えば、シュウ
酸、マロン酸、コハク酸、アジピン酸、セバチン酸、アゼライン酸、スベリン酸、マレイ
ン酸、クロロマレイン酸、フマル酸、ドデカン二酸、ピメリン酸、シトラコン酸、グルタ
ル酸、イタコン酸、無水コハク酸、無水マレイン酸等が挙げられ、これらの脂肪族ジカル
ボン酸及びその無水物が利用できる。又、無水コハク酸の誘導体(メチル無水コハク酸物
、２，２－ジメチル無水コハク酸、ブチル無水コハク酸、イソブチル無水コハク酸、ヘキ
シル無水コハク酸、オクチル無水コハク酸、ドデセニル無水コハク酸、フェニル無水コハ
ク酸等)、無水グルタル酸の誘導体(無水グルタル酸、３－アリル無水グルタル酸、２，４
－ジメチル無水グルタル酸、２，４－ジエチル無水グルタル酸、ブチル無水グルタル酸、
ヘキシル無水グルタル酸等)、無水マレイン酸の誘導体(２－メチル無水マレイン酸、２，
３－ジメチル無水マレイン酸、ブチル無水マレイン酸、ペンチル無水マレイン酸、ヘキシ
ル無水マレイン酸、オクチル無水マレイン酸、デシル無水マレイン酸、ドデシル無水マレ
イン酸、２，３－ジクロロ無水マレイン酸、フェニル無水マレイン酸、２，３－ジフェニ
ル無水マレイン酸等)などの無水物誘導体も利用できる。
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【００５２】
　脂環族系多塩基酸としては、より具体的には、例えば、脂環族ジカルボン酸としては、
例えば、ダイマー酸、ヘキサヒドロテレフタル酸、ヘキサヒドロイソフタル酸、ヘキサヒ
ドロフタル酸、テトラヒドロフタル酸等が挙げられ、これらの脂環族ジカルボン酸及びそ
の無水物等が利用できる。
【００５３】
　芳香族系多塩基酸としては、より具体的には、例えば、芳香族ジカルボン酸としては、
例えば、ｏ－フタル酸、イソフタル酸、テレフタル酸、２，５－ジメチルテレフタル酸、
４，４－ビフェニルジカルボン酸、１，４－ナフタレンジカルボン酸、２，６－ナフタレ
ンジカルボン酸、ノルボルネンジカルボン酸、ジフェニルメタン－４，４´－ジカルボン
酸、フェニルインダンジカルボン酸、無水フタル酸、４－メチル無水フタル酸等が挙げら
れ、これらの芳香族ジカルボン酸及びその無水物等が利用できる。又、ヘキサヒドロ無水
フタル酸の誘導体((３－メチル－ヘキサヒドロ無水フタル酸、４－メチル－ヘキサヒドロ
無水フタル酸)、テトラヒドロ無水フタル酸の誘導体(１，２，３，６－テトラヒドロ無水
フタル酸、３－メチル－１，２，３，６－テトラヒドロ無水フタル酸、４－メチル－１，
２，３，６－テトラヒドロ無水フタル酸、メチルブテニル－１，２，３，６－テトラヒド
ロ無水フタル酸等)などの無水フタル酸誘導体も利用できる。
【００５４】
　さらに、無水クロレンド酸、無水ヘット酸、ビフェニルジカルボン酸無水物、無水ハイ
ミック酸、エンドメチレン－１，２，３，６－テトラヒドロ無水フタル酸、メチル－３，
６－エンドメチレン－１，２，３，６－テトラヒドロ無水フタル酸、１，２－シクロヘキ
サンジカルボン酸無水物、１－シクロペンテン－１，２－ジカルボン酸無水物、メチルシ
クロヘキセンジカルボン酸無水物、１，８－ナフタレンジカルボン酸無水物、オクタヒド
ロ－１，３－ジオキソ－４，５－イソベンゾフランジカルボン酸無水物等が挙げられる。
【００５５】
　また、多価アルコールとしては、数平均分子量(Ｍｎ)：約５０～５００の比較的低分子
量のポリオール類や、数平均分子量(Ｍｎ)：５００～５０，０００の比較的高分子量のポ
リオール類が挙げられ、それぞれ特に制限が無く使用できる。比較的低分子量のポリオー
ル類としては、より具体的には、例えば、エチレングリコール、プロピレングリコール、
ジプロピレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ブチレング
リコール、３－メチル－１，５－ペンタンジオール、２，４－ジエチル－１，５－ペンタ
ンジオール、２－メチル－１，８－オクタンジオール、３，３'－ジメチロールヘプタン
、２－ブチル－２－エチル－１，３－プロパンジオール、ポリオキシエチレングリコール
(付加モル数１０以下)、ポリオキシプロピレングリコール(付加モル数１０以下)、プロパ
ンジオール、１，３－ブタンジオール、１，４－ブタンジオール、１，５－ペンタンジオ
ール、１，６－ヘキサンジオール、１，９－ノナンジオール、ネオペンチルグリコール、
オクタンジオール、ブチルエチルペンタンジオール、２－エチル－１，３－ヘキサンジオ
ール、シクロヘキサンジオール、シクロヘキサンジメタノール，トリシクロデカンジメタ
ノール、シクロペンタジエンジメタノール、ダイマージオール等の脂肪族又は脂環式ジオ
ール類；１，３－ビス(２－ヒドロキシエトキシ)ベンゼン、１，２－ビス(２－ヒドロキ
シエトキシ)ベンゼン、１，４－ビス(２－ヒドロキシエトキシ)ベンゼン、４，４'－メチ
レンジフェノール、４，４'－(２－ノルボルニリデン)ジフェノール、４，４'－ジヒドロ
キシビフェノール、ｏ－，ｍ－及びｐ－ジヒドロキシベンゼン、４，４'－イソプロピリ
デンフェノール、ビスフェノールにアルキレンオキサイドを付加させた付加型ビスフェノ
ール等の芳香族ジオール類等を挙げることができる。付加型ビスフェノールの原料ビスフ
ェノールとしては、ビスフェノールＡ、ビスフェノールＦ等が挙げられ、原料アルキレン
オキサイドとしては、エチレンオキサイド、プロピレンオキサイド等が挙げられる。
【００５６】
　比較的高分子量のポリオール類としては、より具体的には、例えば、高分子量ポリエス
テルポリオール、高分子量ポリアミドポリオール、高分子量ポリカーボネートポリオール
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及び高分子量ポリウレタンポリオールが挙げられる。高分子量ポリカーボネートポリオー
ルは、上記の比較的低分子量のジオールと炭酸エステル又はホスゲンとの反応によって得
られる。
【００５７】
　上記高分子量ポリエステルポリールの市販品としては、例えば、東洋紡績社製のバイロ
ンＧＫ６４０〔数平均分子量(以下、「Ｍｎ」とも記載する)＝１８，０００，ガラス転移
温度(以下、「Ｔｇ」とも記載する)＝７９℃，水酸基価＝５，酸価＜４，線形タイプ〕、
バイロンＧＫ８８０(Ｍｎ＝１８，０００，Ｔｇ＝８４℃，水酸基価＝５，酸価＜４，線
形タイプ)、バイロン３００(Ｍｎ＝２３，０００，Ｔｇ＝７℃，水酸基価＝５，酸価＜２
，線形タイプ)、バイロン５００(Ｍｎ＝２３，０００，Ｔｇ＝４℃，水酸基価＝５，酸価
＜２，線形タイプ)、バイロン５６０(Ｍｎ＝１９，０００，Ｔｇ＝７℃，水酸基価＝８，
酸価＜２，分岐タイプ)、及び、バイロン６３０(Ｍｎ＝２０，０００，Ｔｇ＝７５℃，水
酸基価＝５，酸価＝１，線形タイプ)；クラレ社製のＵＥ－３６００(Ｍｎ＝２０，０００
，Ｔｇ＝７５℃，水酸基価＝４，酸価＝１)、ＵＥ－３６９０(Ｍｎ＝１４，０００，Ｔｇ
＝９１℃，水酸基価＝８，酸価＝１)〔以上、ユニチカ社製〕、Ｐ１０１０(Ｍｎ＝１，０
００，水酸基価＝１１２，酸価＜０．５，線形液状タイプ)、Ｐ２０１０(Ｍｎ＝２，００
０，水酸基価＝５６，酸価＜０．５，線形液状タイプ)、Ｐ４０１０(Ｍｎ＝４，０００，
水酸基価＝２８，酸価＜０．５，線形液状タイプ)、Ｐ５０１０(Ｍｎ＝５，０００，水酸
基価＝２２，酸価＜０．５，線形液状タイプ)、Ｐ６０１０(Ｍｎ＝６，０００，水酸基価
＝１９，酸価＜０．５，線形液状タイプ)、Ｐ４０５０(Ｍｎ＝４，０００，水酸基価＝２
８，酸価＜０．５，線形液状タイプ)、Ｐ６０１０(Ｍｎ＝６，０００，水酸基価＝１９，
酸価＜０．５，線形液状タイプ)、Ｎ４０１０(Ｍｎ＝４，０００，水酸基価＝２８，酸価
＜０．５，線形液状タイプ)、ＰＮＯＡ４０１４(Ｍｎ＝４，０００，水酸基価＝２８，酸
価＜０．５，線形液状タイプ)、Ｐ２０１１(Ｍｎ＝２，０００，水酸基価＝５６，酸価＜
０．５，線形液状タイプ)、及び、Ｐ４０１１(Ｍｎ＝４，０００，水酸基価＝２８，酸価
＜０．５，線形液状タイプ)；協和発酵ケミカル社製のキョーワポール２０００ＢＡ(Ｍｎ
＝２，０００，水酸基価＝５８，酸価＜０．５，線形液状タイプ)、及び、キョーワポー
ル５０００ＰＡ(Ｍｎ＝５，０００，水酸基価＝２２，酸価＜０．５，線形液状タイプ)等
が挙げられる。
【００５８】
　上記高分子量ポリアミドポリオールの市販品としては、富士化成工業社製のＴＰＡＥ６
１７(Ｍｎ＝１５，０００，Ｔｇ＝９０℃，水酸基価＝１６，酸価＝１，線形タイプ)等を
できる。
【００５９】
　上記高分子量ポリカーボネートポリオールの市販品としては、例えば、パーストープ社
製のオキシマーＮ１１２(Ｍｎ＝１，０００，Ｔｇ＝６０℃，水酸基価＝１１２，酸価＜
０．５，線形タイプ)；旭化成ケミカルズ社製のＰＣＤＬ－Ｔ５６５１(Ｍｎ＝１，０００
，水酸基価＝１１０，酸価＜０．０５，線形液状タイプ)、ＰＣＤＬ－Ｔ５６５２(Ｍｎ＝
２，０００，水酸基価＝５６，酸価＜０．０５，線形液状タイプ)、ＰＣＤＬ－Ｔ４６７
１(Ｍｎ＝１，０００，水酸基価＝１１０，酸価＜０．０５，線形液状タイプ)、及び、Ｐ
ＣＤＬ－Ｔ４６７２(Ｍｎ＝２，０００，水酸基価＝５２，酸価＜０．０５，線形液状タ
イプ)；クラレ社製のＰＭＨＣ－１０５０(Ｍｎ＝１，０００，水酸基価＝１１２，酸価＜
０．５，線形液状タイプ)、ＰＭＨＣ－２０５０(Ｍｎ＝２，０００，水酸基価＝５６，酸
価＜０．５，線形液状タイプ)、Ｃ－１０９０(Ｍｎ＝１，０００，水酸基価＝１１２，酸
価＜０．５，線形液状タイプ)、Ｃ－２０９０(Ｍｎ＝２，０００，水酸基価＝５６，酸価
＜０．５，線形液状タイプ)、Ｃ－３０９０(Ｍｎ＝３，０００，水酸基価＝３７，酸価＜
０．５，線形液状タイプ)、Ｃ－４０９０(Ｍｎ＝４，０００，水酸基価＝２８，酸価＜０
．５，線形液状タイプ)、Ｃ－５０９０(Ｍｎ＝５，０００，水酸基価＝２２，酸価＜０．
５，線形液状タイプ)、Ｃ－１０６５Ｎ(Ｍｎ＝１，０００，水酸基価＝１１２，酸価＜０
．５，線形液状タイプ)、Ｃ－２０６５Ｎ(Ｍｎ＝２，０００，水酸基価＝５６，酸価＜０
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．５，線形液状タイプ)、Ｃ－１０１５Ｎ(Ｍｎ＝１，０００，水酸基価＝１１２，酸価＜
０．５，線形液状タイプ)、及び、Ｃ－２０１５Ｎ(Ｍｎ＝２，０００，水酸基価＝５６，
酸価＜０．５，線形液状タイプ)等が挙げられる。
【００６０】
　上記高分子量ポリウレタンポリオールの市販品としては、例えば、東洋紡績社製のバイ
ロンＵＲ１３５０(Ｍｎ＝３０，０００，Ｔｇ＝３℃，水酸基価＝４６，酸価＜１，線形
タイプ)、バイロンＵＲ１４００(Ｍｎ＝４０，０００，Ｔｇ＝８３℃，水酸基価＝２，酸
価＜１，線形タイプ)、バイロンＵＲ３２１０(Ｍｎ＝４０，０００，Ｔｇ＝－３℃，水酸
基価＝３，酸価＜１，線形タイプ)、バイロンＵＲ５５３７(Ｍｎ＝２０，０００，Ｔｇ＝
３４℃，水酸基価＝１７，酸価＜１，線形タイプ)、及び、バイロンＵＲ９５００(Ｍｎ＝
２５，０００，Ｔｇ＝１５℃，水酸基価＝５，酸価＜１，線形タイプ)；三井化学ポリウ
レタン社製のタケラックＥ１５８(水酸基価＝２０，酸価＜３)、タケラックＥ５５１Ｔ(
水酸基価＝３０，酸価＜３)、及び、タケラックＡ２７８９(水酸基価＝１０，酸価＜２)
等が挙げられる。
【００６１】
　その他に、ポリカプロラクトンジオール、ポリ(β－メチル－γ－バレロラクトン)ジオ
ール、ポリバレロラクトンジオール等のラクトン類を開環重合して得られるポリエステル
ポリオール等も、上記高分子量ポリオールとして使用できる高分子量ジオールに含まれる
。
【００６２】
　ポリウレタン系オリゴマー(ｃ－２)は、少なくとも１個以上のイソシアネート基を有す
る化合物と前述の分子内に１個以上の水酸基を有するα，β－不飽和二重結合含有化合物
を反応させて得られる化合物、あるいは少なくとも１個のイソシアネート基を有する化合
物と上述の多価アルコールとを反応させて得られる末端イソシアネート基のウレタンプレ
ポリマーと後述の分子内に１個以上の水酸基を有するα，β－不飽和二重結合含有化合物
、あるいは少なくとも１個のイソシアネート基を有する化合物と多価アルコールとを反応
させて得られる末端イソシアネート基のウレタンプレポリマーと、更に少なくとも１個以
上のアミノ基を有する化合物とを反応させて得られる末端イソシアネート基のウレタンプ
レポリマーと後述の分子内に１個以上の水酸基を有するα，β－不飽和二重結合含有化合
物とを反応させて得られる化合物である。多価アルコールが比較的高分子量のポリオール
類であるポリエステルポリオールは、ポリウレタン系オリゴマーに含まれる。また、イソ
シアネート基とアミノ基とを反応させて得られるウレア結合基含有したものもポリウレタ
ン系オリゴマーに含まれる。
【００６３】
　少なくとも１個のイソシアネート基を有する化合物としては、単官能ポリイソシアネー
ト、及び多官能イソシアネートが挙げられ、それぞれ、芳香族ポリイソシアネート、脂肪
族ポリイソシアネート、芳香脂肪族ポリイソシアネート、脂環族ポリイソシアネート等が
挙げられる。単官能ポリイソシアネートとしては、より具体的に、例えば、メチルイソシ
アネート、エチルイソシアネート、プロピルイソシアネート、ブチルイソシアネート、オ
クチルイソシアネート、デシルイソシアネート、オクタデシルイソシアネート、ステアリ
ルイソシアネート、シクロヘキシルイソシアネート、フェニルイソシアネート、ベンジル
イソシアネート、ｐ－クロロフェニルイソシアネート、ｐ－ニトロフェニルイソシアネー
ト、２－クロロエチルイソシアネート、２，４－ジクロロフェニルイソシアネート、３－
クロロ－４－メチルフェニルイソシアネート、トリクロロアセチルイソシアネート、クロ
ロスルホニルイソシアネート、(Ｒ)－(＋)－α－メチルベンジルイソシアネート、(Ｓ)－
(－)－α－メチルベンジルイソシアネート、(Ｒ)－(－)－１－(１－ナフチル)エチルイソ
シアネート、(Ｒ)－(＋)－１－フェニルエチルイソシアネート、(Ｓ)－(－)－１－フェニ
ルエチルイソシアネート、ｐ－トルエンスルホニルイソシアネート等が挙げられる。
【００６４】
　多官能イソシアネートのうち、芳香族ポリイソシアネートとしては、より具体的に、例
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えば、１，３－フェニレンジイソシアネート、４，４’－ジフェニルジイソシアネート、
１，４－フェニレンジイソシアネート、４，４’－ジフェニルメタンジイソシアネート、
２，４－トリレンジイソシアネート、２，６－トリレンジイソシアネート、４，４’－ト
ルイジンジイソシアネート、２，４，６－トリイソシアネートトルエン、１，３，５－ト
リイソシアネートベンゼン、ジアニシジンジイソシアネート、４，４’－ジフェニルエー
テルジイソシアネート、４，４’，４”－トリフェニルメタントリイソシアネート等を挙
げることができる。
【００６５】
　脂肪族ポリイソシアネートとしては、トリメチレンジイソシアネート、テトラメチレン
ジイソシアネート、ヘキサメチレンジイソシアネート(別名：ＨＤＩ)、ペンタメチレンジ
イソシアネート、１，２－プロピレンジイソシアネート、２，３－ブチレンジイソシアネ
ート、１，３－ブチレンジイソシアネート、ドデカメチレンジイソシアネート、２，４，
４－トリメチルヘキサメチレンジイソシアネート等を挙げることができる。
【００６６】
　芳香脂肪族ポリイソシアネートとしては、ω，ω’－ジイソシアネート－１，３－ジメ
チルベンゼン、ω，ω’－ジイソシアネート－１，４－ジメチルベンゼン、ω，ω’－ジ
イソシアネート－１，４－ジエチルベンゼン、１，４－テトラメチルキシリレンジイソシ
アネート、１，３－テトラメチルキシリレンジイソシアネート等を挙げることができる。
【００６７】
　脂環族ポリイソシアネートとしては、３－イソシアネートメチル－３，５，５－トリメ
チルシクロヘキシルイソシアネート(別名：ＩＰＤＩ)、１，３－シクロペンタンジイソシ
アネート、１，３－シクロヘキサンジイソシアネート、１，４－シクロヘキサンジイソシ
アネート、メチル－２，４－シクロヘキサンジイソシアネート、メチル－２，６－シクロ
ヘキサンジイソシアネート、４，４’－メチレンビス(シクロヘキシルイソシアネート)、
１，４－ビス(イソシアネートメチル)シクロヘキサン等を挙げることができる。
【００６８】
　また、一部上記ポリイソシアネートの２－メチルペンタン－２，４－ジオールアダクト
体、イソシアヌレート環を有する３量体等も併用することができる。ポリフェニルメタン
ポリイソシアネート(別名：ＰＡＰＩ)、ナフチレンジイソシアネート、及びこれらのポリ
イソシアネート変性物等を使用し得る。なおポリイソシアネート変性物としては、カルボ
ジイミド基、ウレトジオン基、ウレトイミン基、水と反応したビュレット基、イソシアヌ
レート基のいずれかの基、またはこれらの基の２種以上を有する変性物を使用できる。ポ
リオールとジイソシアネートの反応物も少なくとも２個のイソシアネート基を有する化合
物として使用することができる。
【００６９】
　また、アミノ基を有するアミン類としては、より具体的には、例えば、トリエチルアミ
ン、ピリジン、アニリン、モルホリン、Ｎ－メチルモルホリン、ピロリジン、ピペリジン
、Ｎ－メチルピペリジン、シクロヘキシルアミン、ｎ－ブチルアミン、ジメチルオキサゾ
リン、イミダゾール、Ｎ－メチルイミダゾール、Ｎ，Ｎ－ジメチルエタノールアミン、Ｎ
，Ｎ－ジエチルエタノールアミン、Ｎ，Ｎ－ジメチルイソプロパノールアミン、Ｎ－メチ
ルジエタノールアミン等のモノアミン；
【００７０】
　例えば、エチレンジアミン、トリメチレンジアミン、テトラメチレンジアミン、ペンタ
メチレンジアミン、ヘキサメチレンジアミン、トリエチレンテトラミン、ジエチレントリ
アミン、トリアミノプロパン、２，２，４－トリメチルヘキサメチレンジアミン、２，２
，４－トリメチルヘキサメチレンジアミン、２－ヒドロキシエチルエチレンジアミン、ヘ
キサメチレンジアミン２－ヒドロキシエチルエチレンジアミン、Ｎ－(２－ヒドロキシエ
チル)プロピレンジアミン、(２－ヒドロキシエチルプロピレン)ジアミン、(ジ－２－ヒド
ロキシエチルエチレン)ジアミン、(ジ－２－ヒドロキシエチルプロピレン)ジアミン、(２
－ヒドロキシプロピルエチレン)ジアミン、(ジ－２－ヒドロキシプロピルエチレン)ジア
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ミン、ピペラジン等の脂肪族ポリアミン；
　イソホロンジアミン、ジシクロヘキシルメタン－４，４’－ジアミン等の脂環式ポリア
ミン；
　フェニレンジアミン、キシリレンジアミン、２，４－トリレンジアミン、２，６－トリ
レンジアミン、ジエチルトルエンジアミン，３，３’－ジクロロ－４，４’－ジアミノジ
フェニルメタン、４，４’－ビス－(ｓｅｃ－ブチル)ジフェニルメタン等の芳香族ジアミ
ン；
【００７１】
　例えば、トリメチルシリルジメチルアミン、トリメチルシリルジエチルアミン、ジメチ
ルアミノトリメチルシラン、アリルアミノトリメチルシラン、Ｎ－メチル－Ｎ－トリメチ
ルシリルアセトアミド、アニリノトリメチルシラン、１－トリメチルシリルピロール、１
－トリメチルシリルピロリドン、１－トリメチルシリルイミダゾール、１－トリメチルシ
リル－１，２，４－トリアゾール等の単官能のシリルアミノ基を保有するシリルアミン類
；１，１，３，３－テトラメチルジシラザン、ヘキサメチルジシラザン、１，３－ジビニ
ル－１，１，３，３－テトラメチルジシラザン、Ｎ，Ｎ'－ビス(トリメチルシリル)－Ｎ
－フェニルウレア等の２官能のシリルアミノ基を保有するシリルアミン類；１，１，３，
３，５，５－ヘキサメチルシクロトリシラザン、１，１，３，３，５，５，７，７－オク
タメチルシクロテトラシラザン等の３官能以上の環状シリルアミノ基を保有するシリルア
ミン；
【００７２】
　例えば、２，５－ジメチル－２，５－ヘキサメチレンジアミン、メンセンジアミン、１
，４－ビス(２－アミノ－２－メチルプロピル)ピペラジン、分子両末端のプロピレン分岐
炭素にアミノ基が結合したポリプロピレングリコール(プロピレン骨格のジアミン、サン
テクノケミカル社製の製品「ジェファーミンＤ２３０」及び「ジェファーミンＤ４００」
等、プロピレン骨格のトリアミン、サンテクノケミカル社製の製品「ジェファーミンＴ４
０３」等、エチレンジアミン、プロピレンジアミン、ブチレンジアミン、ジエチレントリ
アミン、トリエチレンテトラミン、テトラエチレンペンタミン、ペンタエチレンヘキサミ
ン、ヘキサメチレンジアミン、トリメチルヘキサメチレンジアミン、Ｎ－アミノエチルピ
ペラジン、１，２－ジアミノプロパン、イミノビスプロピルアミン、メチルイミノビスプ
ロピルアミン、Ｈ2Ｎ(ＣＨ2ＣＨ2Ｏ)2(ＣＨ2 )2ＮＨ2 〔サンテクノケミカル社製のエチ
レングリコール骨格のジアミン「ジェファーミンＥＤＲ１４８」〕等のアミン窒素にメチ
レン基が結合したポリエーテル骨格のジアミン、１，５－ジアミノ－２－メチルペンタン
(デュポン・ジャパン社製「ＭＰＭＤ」)、メタキシリレンジアミン(デュポン・ジャパン
社製「ＭＸＤＡ」)、ポリアミドアミン(三和化学社製「Ｘ２０００」)、イソホロンジア
ミン、１，３－ビスアミノメチルシクロヘキサン(三菱ガス化学社製「１，３ＢＡＣ」)、
１－シクロヘキシルアミノ－３－アミノプロパン、３－アミノメチル－３，３，５－トリ
メチル－シクロヘキシルアミン、ノルボルナン骨格のジメチレンアミン(三井化学社製「
ＮＢＤＡ」)等のポリアミン、及びダイマー酸のカルボキシル基をアミノ基に転化したダ
イマージアミン、末端に一級又は二級アミノ基を有するデンドリマー、両末端にプロポキ
シアミンを有するポリオキシアルキレングリコールジアミン等も使用することができる。
【００７３】
　ポリエポキシ系オリゴマーは、グリシジル基を有する化合物と(メタ)アクリル酸、マレ
イン酸などの後述の分子内に１個以上のカルボキシル基を有するα，β－不飽和二重結合
含有化合物(A)との反応により得られる化合物であり、代表例としてビスフェノール型、
エポキシ化油型、フェノールノボラック型、脂環型が挙げられる。ビスフェノール型ポリ
エポキシ系オリゴマーとしては、ビスフェノール類とエピクロルヒドリンとを反応させて
得られるビスフェノール型ジグリシジルエーテルと(メタ)アクリル酸などの後述の分子内
に１個以上のカルボキシル基を有するα，β－不飽和二重結合含有化合物(A)とを反応し
て得られるＭｎ４００～２，０００のものを使用できる。
【００７４】
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　エポキシ化油ポリエポキシ系オリゴマーとしては、エポキシ化された大豆油等の油と(
メタ)アクリル酸、マレイン酸などの後述の分子内に１個以上のカルボキシル基を有する
α，β－不飽和二重結合含有化合物(A)との反応により得られるものを使用できる。ノボ
ラック型ポリエポキシ系オリゴマーとしては、ノボラック型エポキシ樹脂と(メタ)アクリ
ル酸などの後述の分子内に１個以上のカルボキシル基を有するα，β－不飽和二重結合含
有化合物(Ｂ)との反応により得られるものを使用できる。脂環型エポキシポリエポキシ系
オリゴマーとしては、脂環型エポキシ樹脂と(メタ)アクリル酸などの後述の分子内に１個
以上のカルボキシル基を有するα，β－不飽和二重結合含有化合物(Ａ)との反応により合
成されたものを使用できる。さらに、架橋密度調整の目的で、その他のα，β－不飽和二
重結合基を複数有する多官能のα，β－不飽和二重結合含有化合物も使用することができ
る。
【００７５】
　ポリアクリル系オリゴマーとしては、α，β－不飽和二重結合基を有する変性ポリエー
テル、アミン変性されたα，β－不飽和二重結合含有化合物、更にはアルキッド樹脂、ス
ピロアセタール樹脂、ポリブタジエン樹脂、ポリチオールポリエン樹脂、多価アルコール
等の多官能化合物のα，β－不飽和二重結合含有化合物等のオリゴマーまたはプレポリマ
ーが使用できる。
【００７６】
　分子内に、少なくともα，β－不飽和二重結合基を１個以上有するオリゴマーの重量平
均分子量(以下、Ｍｗと称す。)が、重合塗膜の相溶性や、良好な耐久性(耐熱性、耐湿熱
性)、凝集密度の点での３００～３０，０００の範囲であることが必要である。更に、Ｍ
ｗが４００～１０，０００の範囲がより好ましい。オリゴマーのＭｗが３０，０００を越
えると流動性が低下するだけでなく、後述の分子内に１個以上のカルボキシル基を有する
α，β－不飽和二重結合含有化合物（A）(ただし、樹脂(C)に該当するものを除く)や、環
状イミン化合物(B)との相溶性も低下するため、樹脂組成物の塗工性が低下したり、重合
塗膜の接着性や等の耐久性が低下したり、塗膜が白化したりする場合がある。
　オリゴマーのＭｗが３００未満の場合は、活性エネルギー線重合性接着剤の接着フィル
ムを各種基材等に貼着した後、活性エネルギー線重合性接着剤層の凝集破壊が起こりやす
くなる場合がある。
【００７７】
　分子内にカルボキシル基を有しないα，β－不飽和二重結合含有化合物とは、α，β－
不飽和二重結合基を有し、カルボキシル基を有しなければ、特に制限することはなく、よ
り具体的には、例えば、メタ)アクリル酸２－ヒドロキシエチル〔アクリル酸２－ヒドロ
キシエチルとメタクリル酸２－ヒドロキシエチルとを併せて「(メタ)アクリル酸２－ヒド
ロキシエチル」と表記する。以下同様。〕、(メタ)アクリル酸１－ヒドロキシプロピル、
(メタ)アクリル酸２－ヒドロキシプロピル、(メタ)アクリル酸３－ヒドロキシプロピル、
(メタ)アクリル酸１－ヒドロキシブチル、(メタ)アクリル酸２－ヒドロキシブチル、(メ
タ)アクリル酸３－ヒドロキシブチル、(メタ)アクリル酸４－ヒドロキシブチル、(メタ)
アクリル酸６－ヒドロキシヘキシル、(メタ)アクリル酸８－ヒドロキシオクチル、(メタ)
アクリル酸１０－ヒドロキシデシル、(メタ)アクリル酸１２－ヒドロキシラウリル、(メ
タ)アクリル酸エチル－α－(ヒドロキシメチル)、単官能(メタ)アクリル酸グリセロール
、あるいは(メタ)アクリル酸グリシジルラウリン酸エステル、(メタ)アクリル酸グリシジ
ルオレイン酸エステル、(メタ)アクリル酸グリシジルステアリン酸エステル等の脂肪酸エ
ステル系(メタ)アクリル酸エステル、あるいはラクトン環の開環付加により末端に水酸基
を有するポリラクトン系(メタ)アクリル酸エステル、あるいはエチレンオキサイドやプロ
ピレンオキサイド等のアルキレンオキサイドの繰り返し付加した末端に水酸基を有するア
ルキレンオキサイド付加系(メタ)アクリル酸エステル、(メタ)アクリル酸２－ヒドロキシ
エチルホスフェート等の水酸基含有の脂肪族(メタ)アクリル酸エステル類；
【００７８】
　例えば、(メタ)アクリル酸１，２－シクロヘキサンジメタノール、(メタ)アクリル酸１
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，３－シクロヘキサンジメタノール、(メタ)アクリル酸１，４－シクロヘキサンジメタノ
ール、(メタ)アクリル酸シクロヘキシルグリシジルエーテル、(メタ)アクリル酸フェニル
グリシジルエーテル、(メタ)アクリル酸２－ヒドロキシ－３－フェノキシメチル、(メタ)
アクリル酸２－ヒドロキシ－３－フェノキシエチル、(メタ)アクリル酸２－ヒドロキシ－
３－フェノキシプロピル、(メタ)アクリル酸２－ヒドロキシ－３－フェノキシブチル、(
メタ)アクリル酸２－ヒドロキシ－３－フェノキシデシル、(メタ)アクリル酸２－ヒドロ
キシ－３－フェノキシオクタデシル、(メタ)アクリル酸モノヒドロキシエチルフタレート
、(メタ)アクリル酸２－(４－ベンゾイル－３－ヒドロキシフェノキシ)エチル、ジ(メタ)
アクリル酸１，４－ビス(２－ヒドロキシプロピル)ベンゼン、ジ(メタ)アクリル酸１，３
－ビス(２－ヒドロキシプロピル)ベンゼン等の水酸基含有の脂環あるいは芳香族(メタ)ア
クリル酸エステル類；
【００７９】
　例えば、２－(２'－ヒドロキシ－５'－(メタ)アクリロイルオキシエチルフェニル)－２
Ｈ－ベンゾトリアゾール〔２－(２'－ヒドロキシ－５'－アクリロイルオキシエチルフェ
ニル)－２Ｈ－ベンゾトリアゾールと２－(２'－ヒドロキシ－５'－メタクリロイルオキシ
エチルフェニル)－２Ｈ－ベンゾトリアゾールとを併せて「２－(２'－ヒドロキシ－５'－
(メタ)アクリロイルオキシエチルフェニル)－２Ｈ－ベンゾトリアゾール」と表記する。
以下同様。〕、２－(２'－ヒドロキシ－５'－(メタ)アクリロイルオキシエチルフェニル)
－５－クロロ－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－(２'－ヒドロキシ－５'－(メタ)アクリ
ロイルオキシプロピルフェニル)－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
２－(２'－ヒドロキシ－５'－(メタ)アクリロイルオキシプロピルフェニル)－５－クロロ
－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－(２'－ヒドロキシ－３'－ｔｅｒｔ－ブチル－５'－(
メタ)アクリロイルオキシエチルフェニル)－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－(２'－ヒド
ロキシ－３'－ｔｅｒｔ－ブチル－５'－(メタ)アクリロイルオキシエチルフェニル)－５
－クロロ－2 Ｈ－ベンゾトリアゾール等の水酸基含有ベンゾトリアゾール系(メタ)アクリ
ル酸エステル類；
【００８０】
　例えば、２－ヒドロキシ－４－｛２－(メタ)アクリロイルオキシ｝エトキシベンゾフェ
ノン、２－ヒドロキシ－４－｛２－(メタ)アクリロイルオキシ｝ブトキシベンゾフェノン
、２, ２'－ジヒドロキシ－４－｛２－(メタ)アクリロイルオキシ｝エトキシベンゾフェ
ノン、２－ヒドロキシ－４－｛２－(メタ)アクリロイルオキシ｝エトキシ－４'－(２－ヒ
ドロキシエトキシ)ベンゾフェノン等の水酸基含有ベンゾフェノン系(メタ)アクリル酸エ
ステル類；
【００８１】
　例えば、２, ４－ジフェニル－６－[ ２－ヒドロキシ－４－｛２－(メタ)アクリロイル
オキシエトキシ｝] －Ｓ－トリアジン、２, ４－ビス(２－メチルフェニル)－６－[ ２－
ヒドロキシ－４－｛２－(メタ)アクリロイルオキシエトキシ｝ ]－Ｓ－トリアジン、２, 
４－ビス(２－メトキシフェニル)－６－[ ２－ヒドロキシ－４－｛２－(メタ)アクリロイ
ルオキシエトキシ｝] －Ｓ－トリアジン、２, ４－ビス(２－エチルフェニル)－６－[ ２
－ヒドロキシ－４－｛２－(メタ)アクリロイルオキシエトキシ｝] －Ｓ－トリアジン、２
, ４－ビス(２－エトキシフェニル)－６－[ ２－ヒドロキシ－４－｛２－(メタ)アクリロ
イルオキシエトキシ｝] －Ｓ－トリアジン、２, ４－ビス(２, ４－ジメチルフェニル)－
６－[ ２－ヒドロキシ－４－｛２－(メタ)アクリロイルオキシエトキシ｝] －Ｓ－トリア
ジン、２, ４－ビス(２, ４－ジエトキシルフェニル)－６－[ ２－ヒドロキシ－４－｛２
－(メタ)アクリロイルオキシエトキシ｝] －Ｓ－トリアジン、２, ４－ビス(２, ４－ジ
エチルフェニル)－６－[ ２－ヒドロキシ－４－｛２－(メタ)アクリロイルオキシエトキ
シ｝)] －Ｓ－トリアジン等の水酸基含有トリアジン系(メタ)アクリル酸エステル類；
【００８２】
　例えば、(メタ)アクリル酸グリコシルメチル、(メタ)アクリル酸グリコシルエチル、(
メタ)アクリル酸グリコシルプロピル、(メタ)アクリル酸グリコシルブチル等のグルコー



(18) JP 6369023 B2 2018.8.8

10

20

30

40

50

ス環系(メタ)アクリル酸エステル類；
【００８３】
　例えば、ヒドロキシエチルビニルエーテル、ヒドロキシプロピルビニルエーテル、ヒド
ロキシブチルビニルエーテル、ヒドロキシヘキシルビニルエーテル、ヒドロキシオクチル
ビニルエーテル、ヒドロキシデシルビニルエーテル、ヒドロキシドデシルビニルエーテル
、ヒドロキシオクタデシルビニルエーテル、グリセリルビニルエーテル、あるいはエチレ
ンオキサイドやプロピレンオキサイド等のアルキレンオキサイドの繰り返し付加した末端
に水酸基を有するアルキレンオキサイド付加系ビニルエーテル等の水酸基含有の脂肪族ビ
ニルエーテル類；
【００８４】
　例えば、１，２－シクロヘキサンジメタノールモノビニルエーテル、１，３－シクロヘ
キサンジメタノールモノビニルエーテル、１，４－シクロヘキサンジメタノールモノビニ
ルエーテル、２－ヒドロキシ－３－フェノキシメチルモノビニルエーテル、２－ヒドロキ
シ－３－フェノキシエチルモノビニルエーテル、２－ヒドロキシ－３－フェノキシプロピ
ルモノビニルエーテル、２－ヒドロキシ－３－フェノキシブチルモノビニルエーテル、２
－ヒドロキシ－３－フェノキシデシルモノビニルエーテル、２－ヒドロキシ－３－フェノ
キシオクタデシルモノビニルエーテル、２－(４－ベンゾイル－３－ヒドロキシフェノキ
シ)エチルモノビニルエーテル等の水酸基含有の脂環や芳香環を有するビニルエーテル類
；
【００８５】
　例えば、２－ヒドロキシスチレン、３－ヒドロキシスチレン、４－ヒドロキシスチレン
、２－ヒドロキシ－α－メチルスチレン、３－ヒドロキシ－α－メチルスチレン、４－ヒ
ドロキシ－α－メチルスチレン、２－メチル－３－ヒドロキシスチレン、４－メチル－３
－ヒドロキシスチレン、５－メチル－３－ヒドロキシスチレン、２－メチル－４－ヒドロ
キシスチレン、３－メチル－４－ヒドロキシスチレン、３，４－ジヒドロキシスチレン、
２，４，６－トリヒドロキシスチレン、２－ヒドロキシ－６－ビニルナフタレン等の水酸
基含有の芳香族ビニル化合物類；
【００８６】
　例えば、(メタ)アリルアルコール〔アリルアルコールとメタリルアルコールとを併せて
「(メタ)アリルアルコール」と表記する。以下同様。〕、イソプロペニルアルコール、ジ
メチル(メタ)アリルアルコール、ヒドロキシエチル(メタ)アリルエーテル、ヒドロキシプ
ロピル(メタ)アリルエーテル、ヒドロキシブチル(メタ)アリルエーテル、ヒドロキシヘキ
シル(メタ)アリルエーテル、ヒドロキシオクチル(メタ)アリルエーテル、ヒドロキシデシ
ル(メタ)アリルエーテル、ヒドロキシドデシル(メタ)アリルエーテル、ヒドロキシオクタ
デシル(メタ)アリルエーテル、グリセリル(メタ)アリルエーテル、あるいはエチレンオキ
サイドやプロピレンオキサイド等のアルキレンオキサイドの繰り返し付加した末端に水酸
基を有するアルキレンオキサイド付加系(メタ)アリルエーテル等の水酸基含有の脂肪族(
メタ)アリルアルコール類ないしは(メタ)アリルエーテル類；
【００８７】
　例えば、１，２－シクロヘキサンジメタノールモノ(メタ)アリルエーテル、１，３－シ
クロヘキサンジメタノールモノ(メタ)アリルエーテル、１，４－シクロヘキサンジメタノ
ールモノ(メタ)アリルエーテル、ｏ－(メタ)アリルフェノール、ｍ－(メタ)アリルフェノ
ール、ｐ－(メタ)アリルフェノール、２－ヒドロキシ－３－フェノキシメチルモノ(メタ)
アリルエーテル、２－ヒドロキシ－３－フェノキシエチルモノ(メタ)アリルエーテル、２
－ヒドロキシ－３－フェノキシプロピルモノ(メタ)アリルエーテル、２－ヒドロキシ－３
－フェノキシブチルモノ(メタ)アリルエーテル、２－ヒドロキシ－３－フェノキシデシル
モノ(メタ)アリルエーテル、２－ヒドロキシ－３－フェノキシオクタデシルモノ(メタ)ア
リルエーテル、２－(４－ベンゾイル－３－ヒドロキシフェノキシ)エチルモノ(メタ)アリ
ルエーテル等の水酸基含有の脂環や芳香環を有する(メタ)アリルエーテル類；
【００８８】
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　例えば、プロペンジオール、ブテンジオール、ヘプテンジオール、オクテンジオール、
ジ(メタ)アクリル酸グルセロール、ｏ－ジ(メタ)アリルビスフェノールＡ等の複数の水酸
基を有するα，β－不飽和化合物類；
【００８９】
　例えば、Ｎ－ヒドロキシエチル(メタ)アクリルアミド〔Ｎ－ヒドロキシエチルアクリル
アミドとＮ－ヒドロキシエチルメタクリルアミドとを併せて「Ｎ－ヒドロキシエチル(メ
タ)アクリルアミド」と表記する。以下同様。〕、Ｎ－ヒドロキシプロピル(メタ)アクリ
ルアミド、Ｎ－ヒドロキシブチル(メタ)アクリルアミド、Ｎ－ヒドロキシヘキシル(メタ)
アクリルアミド、Ｎ－ヒドロキシオクチル(メタ)アクリルアミド等の水酸基含有の(メタ)
アクリルアミド類；
【００９０】
　例えば、その他、ビニルアルコール等の水酸基とアルケニル基を有する単量体類；
【００９１】
　例えば、(メタ)アクリル酸メチル、(メタ)アクリル酸エチル、(メタ)アクリル酸１－プ
ロピル、(メタ)アクリル酸２－プロピル、(メタ)アクリル酸ｎ－ブチル、(メタ)アクリル
酸ｓｅｃ－ブチル、(メタ)アクリル酸ｉｓｏ－ブチル、(メタ)アクリル酸ｔｅｒｔ－ブチ
ル、(メタ)アクリル酸ｎ－アミル、(メタ)アクリル酸ｉｓｏ－アミル、(メタ)アクリル酸
ｎ－ヘキシル、(メタ)アクリル酸２－エチルヘキシル、(メタ)アクリル酸ｎ－オクチル、
(メタ)アクリル酸ｉｓｏ－オクチル、(メタ)アクリル酸ｎ－ノニル、(メタ)アクリルｉｓ
ｏ－ノニル、(メタ)アクリル酸デシル、(メタ)アクリル酸ドデシル、(メタ)アクリル酸オ
クタデシル、(メタ)アクリル酸ラウリル、(メタ)アクリル酸ステアリルなどの(メタ)アク
リル酸アルキルエステル類；
【００９２】
　例えば、(メタ)アクリル酸シクロヘキシル、(メタ)アクリル酸１－メチル－１－シクロ
ペンチル、(メタ)アクリル酸１－エチル－１－シクロペンチル、(メタ)アクリル酸１－イ
ソプロピル－１－シクロペンチル、(メタ)アクリル酸１－メチル－１－シクロヘキシル、
(メタ)アクリル酸１－エチル－１－シクロヘキシル、(メタ)アクリル酸１－イソプロピル
－１－シクロヘキシル、(メタ)アクリル酸１－エチル－１－シクロオクチル、(メタ)アク
リル酸ベンジル、(メタ)アクリル酸ｉｓｏ－ボニル、(メタ)アクリル酸フェニル、(メタ)
アクリル酸２－フェノキシエチル、(メタ)アクリル酸２－オキソ－１，２－フェニルエチ
ル、(メタ)アクリル酸２－オキソ－１，２－ジフェニルエチル、(メタ)アクリル酸１－ナ
フチル、(メタ)アクリル酸２－ナフチル、(メタ)アクリル酸１－ナフチルメチル、(メタ)
アクリル酸１－アントリル、(メタ)アクリル酸２－アントリル、(メタ)アクリル酸９－ア
ントリル、(メタ)アクリル酸９－アントリルメチル、(メタ)アクリル酸２－メチルアダマ
ンチル－２－イル、(メタ)アクリル酸２－エチルアダマンチル－２－イル、(メタ)アクリ
ル酸２－ｎ－プロピルアダマンチル－２－イル、(メタ)アクリル酸２－イソプロピルアダ
マンチル－２－イル、(メタ)アクリル酸１－(アダマンタン－１－イル)－１－メチルエチ
ル、(メタ)アクリル酸１－(アダマンタン－１－イル)－１－エチルエチル、(メタ)アクリ
ル酸１－(アダマンタン－１－イル)－１－メチルプロピル、(メタ)アクリル酸１－(アダ
マンタン－１－イル)－１－エチルプロピル、(メタ)アクリル酸－５－オキソ－４－オキ
サ－トリシクロ［４．２．１．０3,7］ノナ－２－イル、(メタ)アクリル酸－５－オキソ
－４－オキサ－トリシクロ［５．２．１．０3,8］デカ－２－イル、(メタ)アクリル酸ジ
ヒドロ－α－ターピニル、(メタ)アクリル酸－６－オキソ－７－オキサ－ビシクロ［３．
２．１］オクタ－２－イル、(メタ)アクリル酸－７－オキソ－８－オキサ－ビシクロ［３
．３．１］オクタ－２－イル等の(メタ)アクリル酸環状エステル；
【００９３】
　例えば、５－ビニルビシクロ[２．２．１]ヘプタ－２－エン、２，５－ビス(アリルオ
キシ)ノルボルナン、５－ビニル－２，３－オキシランノルボルナン、２－(２－プロペニ
ル)ビシクロ[２．２．１]ヘプタン、５－ビニルビシクロ[２．２．１]ヘプタ－2－エン、
２－エテニリデンアダマンタン、３－アリルアダマンタン－1－オール、１－アリルアダ
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マンタン等のアルケニル基含有の環状化合物；
【００９４】
例えば、(メタ)アクリル酸(メトキシカルボニル)メチル、(メタ)アクリル酸(メトキシカ
ルボニル)エチル、(メタ)アクリル酸(メトキシカルボニル)プロピル、(メタ)アクリル酸(
メトキシカルボニル)ブチル、(メタ)アクリル酸(メトキシカルボニル)デシル、(メタ)ア
クリル酸(エトキシカルボニル)メチル、(メタ)アクリル酸(エトキシカルボニル)エチル、
(メタ)アクリル酸(エトキシカルボニル)プロピル、(メタ)アクリル酸(エトキシカルボニ
ル)ブチル、(メタ)アクリル酸(エトキシカルボニル)ヘキシル、(メタ)アクリル酸(エトキ
シカルボニル)オクチル、(メタ)アクリル酸２－(エトキシカルボニルオキシ)エチル、(メ
タ)アクリル酸２－(エトキシカルボニルオキシ)プロピル、(メタ)アクリル酸２－(エトキ
シカルボニルオキシ)ブチル、(メタ)アクリル酸２－(エトキシカルボニルオキシ)ヘキシ
ル、(メタ)アクリル酸２－(エトキシカルボニルオキシ)オクチル、(メタ)アクリル酸２－
(プロポキシカルボニルオキシ)エチル、(メタ)アクリル酸２－(ブトキシカルボニルオキ
シ)エチル、(メタ)アクリル酸２－(ブトキシカルボニルオキシ)ブチル、(メタ)アクリル
酸２－(オクチルオキシカルボニルオキシ)エチル、(メタ)アクリル酸２－(オクチルオキ
シカルボニルオキシ)ブチル等のカルボニル基を１つ有する脂肪族系の(メタ)アクリル酸
エステル類；
【００９５】
例えば、(メタ)アクリル酸２－オキソブタノイルエチル、(メタ)アクリル酸２－オキソブ
タノイルプロピル、(メタ)アクリル酸２－オキソブタノイルブチル、(メタ)アクリル酸２
－オキソブタノイルヘキシル、(メタ)アクリル酸２－オキソブタノイルオクチル、(メタ)
アクリル酸２－オキソブタノイルデシル、(メタ)アクリル酸２－オキソブタノイルドデシ
ル、(メタ)アクリル酸３－オキソブタノイルエチル、(メタ)アクリル酸３－オキソブタノ
イルプロピル、(メタ)アクリル酸３－オキソブタノイルブチル、(メタ)アクリル酸３－オ
キソブタノイルヘキシル、(メタ)アクリル酸３－オキソブタノイルオクチル、(メタ)アク
リル酸３－オキソブタノイルデシル、(メタ)アクリル酸３－オキソブタノイルドデシル、
(メタ)アクリル酸４－シアノオキソブタノイルエチル、(メタ)アクリル酸４－シアノオキ
ソブタノイルプロピル、(メタ)アクリル酸４－シアノオキソブタノイルブチル、(メタ)ア
クリル酸４－シアノオキソブタノイルヘキシル、(メタ)アクリル酸４－シアノオキソブタ
ノイルオクチル、(メタ)アクリル酸２，３－ジ(オキソブタノイル)プロピル、(メタ)アク
リル酸２，３－ジ(オキソブタノイル)ブチル、(メタ)アクリル酸２，３－ジ(オキソブタ
ノイル)ヘキシル、(メタ)アクリル酸２，３－ジ(オキソブタノイル)オクチル等のカルボ
ニル基を２つ有する脂肪族系の(メタ)アクリル酸エステル類；
【００９６】
例えば、(メタ)アクリル酸－９－メトキシカルボニル－５－オキソ－４－オキサ－トリシ
クロ［４．２．１．０3,7］ノナ－２－イル、(メタ)アクリル酸－１０－メトキシカルボ
ニル－５－オキソ－４－オキサ－トリシクロ［５．２．１．０3,8］ノナ－２－イル、(メ
タ)アクリル酸－４－メトキシカルボニル－６－オキソ－７－オキサ－ビシクロ［３．２
．１］オクタ－２－イル、(メタ)アクリル酸－４－メトキシカルボニル－７－オキソ－８
－オキサ－ビシクロ［３．３．１］オクタ－２－イル等のカルボニル基を有する(メタ)ア
クリル酸環状エステル類；
【００９７】
　例えば、Ｎ－(２－オキソブタノイルエチル)(メタ)アクリルアミド、Ｎ－(２－オキソ
ブタノイルプロピル)(メタ)アクリルアミド、Ｎ－(２－オキソブタノイルブチル)(メタ)
アクリルアミド、Ｎ－(２－オキソブタノイルヘキシル)(メタ)アクリルアミド、Ｎ－(２
－オキソブタノイルオクチル)(メタ)アクリルアミド、ダイアセトン(メタ)アクリルアミ
ド等のカルボニル基を有する(メタ)アクリルアミド類；
【００９８】
例えば、アセト酢酸ビニル、アセトプロピオン酸ビニル、アセトイソ酪酸ビニル、アセト
酪酸ビニル、アセトバレリン酸ビニル、アセトヘキサン酸ビニル、アセト２－エチルヘキ
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サン酸ビニル、アセトｎ－オクタン酸ビニル、アセトデカン酸ビニル、アセトドデカン酸
ビニル、アセトオクタデカン酸ビニル、アセトピバリン酸ビニル、アセトカプリン酸ビニ
ル、アセトクロトン酸ビニル、アセトソルビン酸ビニル、プロパノイル酢酸ビニル、ブチ
リル酢酸ビニル、イソブチリル酢酸ビニル、パルミトイル酢酸ビニル、ステアロイル酢酸
ビニル、ピルボイル酢酸ビニル、プロパノイルバレリン酸ビニル、ブチリルバレリン酸ビ
ニル、イソブチリルバレリン酸ビニル、パルミトイルバレリン酸ビニル、ステアロイルバ
レリン酸ビニル、ピルボイルバレリン酸ビニル、２－アセトアセトキシエチルビニルエー
テル、２－アセトアセトキシブチルビニルエーテル、２－アセトアセトキシヘキシルビニ
ルエーテル、２－アセトアセトキシオクチルビニルエーテル等のアシル基を有する脂肪族
系のビニル化合物類；
【００９９】
　例えば、ベンゾイル蟻酸ビニル、ベンゾイル酢酸ビニル、ベンゾイルプロピオン酸ビニ
ル、ベンゾイル酪酸ビニル、ベンゾイルバレリン酸ビニル、ベンゾイルヘキサン酸ビニル
、ベンゾイルドデカン酸ビニル、１－ナフトイル酢酸ビニル、１－ナフトイルプロピオン
酸ビニル、１－ナフトイル酪酸ビニル、１－ナフトイルバレリン酸ビニル、１－ナフトイ
ルヘキサン酸ビニル、２－ナフトイル酢酸ビニル、２－ナフトイルプロピオン酸ビニル、
２－ナフトイル酪酸ビニル、２－ナフトイルバレリン酸ビニル、２－ナフトイルヘキサン
酸ビニル、ニコチノイル酢酸ビニル、ニコチノイルプロピオン酸ビニル、ニコチノイル酪
酸ビニル、ニコチノイルバレリン酸ビニル、ニコチノイルヘキサン酸ビニル、ニコチノイ
ルデカン酸ビニル、ニコチノイルドデカン酸ビニル、イソニコチノイル酢酸ビニル、イソ
ニコチノイルプロピオン酸ビニル、イソニコチノイル酪酸ビニル、イソニコチノイルバレ
リン酸ビニル、イソニコチノイルヘキサン酸ビニル、イソニコチノイルデカン酸ビニル、
イソニコチノイルドデカン酸ビニル、２－フロイル酢酸ビニル、２－フロイルプロピオン
酸ビニル、２－フロイル酪酸ビニル、２－フロイルバレリン酸ビニル、２－フロイルヘキ
サン酸ビニル、２－フロイルデカン酸ビニル、２－フロイルドデカン酸ビニル、３－フロ
イル酢酸ビニル、３－フロイルプロピオン酸ビニル、３－フロイル酪酸ビニル、３－フロ
イルバレリン酸ビニル、３－フロイルヘキサン酸ビニル、３－フロイルデカン酸ビニル、
３－フロイルドデカン酸ビニル、アントラニロイル酢酸ビニル、アントラニロイルプロピ
オン酸ビニル、アントラニロイル酪酸ビニル、アントラニロイルバレリン酸ビニル、アン
トラニロイルヘキサン酸ビニル、アントラニロイルデカン酸ビニル、アントラニロイルド
デカン酸ビニル、４－(２－ｔ－エトキシカルボニルエチルオキシ)スチレン、４－(２－
ｔ－ブトキシカルボニルエチルオキシ)スチレン、４－(２－ｔ－ブトキシカルボニルプロ
ピルオキシ)スチレン等のアシル基を有する芳香族系のビニル化合物類；
【０１００】
　例えば、アセト酢酸(メタ)アリル、アセトプロピオン酸(メタ)アリル、アセトイソ酪酸
(メタ)アリル、アセト酪酸(メタ)アリル、アセトバレリン酸(メタ)アリル、アセトヘキサ
ン酸(メタ)アリル、アセト２－エチルヘキサン酸(メタ)アリル、アセトｎ－オクタン酸(
メタ)アリル、アセトデカン酸(メタ)アリル、アセトドデカン酸(メタ)アリル、アセトオ
クタデカン酸(メタ)アリル、アセトピバリン酸(メタ)アリル、アセトカプリン酸(メタ)ア
リル、アセトクロトン酸(メタ)アリル、アセトソルビン酸(メタ)アリル、プロパノイル酢
酸(メタ)アリル、ブチリル酢酸(メタ)アリル、イソブチリル酢酸(メタ)アリル、パルミト
イル酢酸(メタ)アリル、ステアロイル酢酸(メタ)アリル、(メタ)アリルアルデヒド等のア
シル基を有する脂肪族系の(メタ)アリル化合物類；
【０１０１】
　例えば、ベンゾイル蟻酸(メタ)アリル、ベンゾイル酢酸(メタ)アリル、ベンゾイルプロ
ピオン酸(メタ)アリル、ベンゾイル酪酸(メタ)アリル、ベンゾイルバレリン酸(メタ)アリ
ル、ベンゾイルヘキサン酸(メタ)アリル、ベンゾイルドデカン酸(メタ)アリル、１－ナフ
トイル酢酸(メタ)アリル、１－ナフトイルプロピオン酸(メタ)アリル、１－ナフトイル酪
酸(メタ)アリル、１－ナフトイルバレリン酸(メタ)アリル、１－ナフトイルヘキサン酸(
メタ)アリル、２－ナフトイル酢酸(メタ)アリル、２－ナフトイルプロピオン酸(メタ)ア
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リル、２－ナフトイル酪酸(メタ)アリル、２－ナフトイルバレリン酸(メタ)アリル、２－
ナフトイルヘキサン酸(メタ)アリル等のアシル基を有する芳香族系の(メタ)アリル化合物
類等のカルボニル基含有のエチレン性不飽和単量体類；
【０１０２】
例えば、(メタ)アクリル酸(メタ)アリル、(メタ)アクリル酸１－ブテニル、(メタ)アクリ
ル酸２－ブテニル、(メタ)アクリル酸３－ブテニル、(メタ)アクリル酸１，３－メチル－
３－ブテニル、(メタ)アクリル酸２－クロル２－プロペニル、(メタ)アクリル酸３－クロ
ル２－プロペニル、(メタ)アクリル酸－ｏ－２－プロペニルフェニル、(メタ)アクリル酸
２－(２－プロペニルオキシ)エチル、((メタ)アクリル酸２－プロペニルラクチル、(メタ
)アクリル酸３，７－ジメチルオクタ－６－エン－１－イル、(メタ)アクリル酸(Ｅ)－３
，７－ジメチルオクタ－２，６－ジエン－１－イル、(メタ)アクリル酸ロジニル、(メタ)
アクリル酸シンナミル、(メタ)アクリル酸ビニル等のさらに不飽和基を含有する(メタ)ア
クリル酸エステル類；
【０１０３】
　例えば、(メタ)アクリル酸パーフルオロメチル、(メタ)アクリル酸パーフルオロエチル
、(メタ)アクリル酸パーフルオロプロピル、(メタ)アクリル酸パーフルオロブチル、(メ
タ)アクリル酸パーフルオロオクチル、(メタ)アクリル酸トリフルオロメチルメチル、(メ
タ)アクリル酸２－トリフルオロメチルエチル、(メタ)アクリル酸ジパーフルオロメチル
メチル、(メタ)アクリル酸２－パーフルオロエチルエチル、(メタ)アクリル酸２－パーフ
ルオロメチル－２－パーフルオロエチルメチル、(メタ)アクリル酸トリパーフルオロメチ
ルメチル、(メタ)アクリル酸２－パーフルオロエチル－２－パーフルオロブチルエチル、
(メタ)アクリル酸２－パーフルオロヘキシルエチル、(メタ)アクリルプロペン酸２－パー
フルオロデシルエチル、(メタ)アクリル酸２－パーフルオロヘキサデシルエチルなどの(
メタ)アクリル酸パーフルオロアルキルエステル類；
【０１０４】
　例えば、(メタ)アクリル酸Ｎ－メチルアミノエチル、(メタ)アクリル酸Ｎ－トリブチル
アミノエチル、(メタ)アクリル酸Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチル、(メタ)アクリル酸Ｎ，
Ｎ－ジエチルアミノエチル、(メタ)アクリル酸Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノメチル、(メタ)ア
クリル酸ペンタメチルピペリジニル、(メタ)アクリルプロペン酸テトラメチルピペリジニ
ル、２，４－ジアミノ－６，２－メチルプロペノイルオキシエチル－ｓ－トリアジンなど
のアミノ基含有(メタ)アクリル酸エステル類；
【０１０５】
　例えば、(メタ)アクリル酸グリシジル、(メタ)アクリル(３，４－エポキシシクロヘキ
シル)メチル、(メタ)アクリル酸(３－メチル－３－オキセタニル)メチル、(メタ)アクリ
ル酸テトラヒドロフルフリル、(メタ)アクリル酸－２－オキソテトラヒドロピラン－４－
イル、(メタ)アクリル酸－４－メチル－２－オキソテトラヒドロピラン－４－イル、(メ
タ)アクリル酸－４－エチル－２－オキソテトラヒドロピラン－４－イル、(メタ)アクリ
ル酸－４－プロピル－２－オキソテトラヒドロピラン－４－イル、(メタ)アクリル酸－５
－オキソテトラヒドロフラン－３－イル、(メタ)アクリル酸－２，２－ジメチル－５－オ
キソテトラヒドロフラン－３－イル、(メタ)アクリル酸－４，４－ジメチル－５－オキソ
テトラヒドロフラン－３－イル、(メタ)アクリル酸－２－オキソテトラヒドロフラン－３
－イル、(メタ)アクリル酸－４，４－ジメチル－２－オキソテトラヒドロフラン－３－イ
ル、(メタ)アクリル酸－５，５－ジメチル－２－オキソテトラヒドロフラン－３－イル、
(メタ)アクリル酸－２－オキソテトラヒドロフラン－３－イル、(メタ)アクリル酸－５－
オキソテトラヒドロフラン－２－イルメチル、(メタ)アクリル酸－３，３－ジメチル－５
－オキソテトラヒドロフラン－２－イルメチル、(メタ)アクリル酸－４，４－ジメチル－
５－オキソテトラヒドロフラン－２－イルメチル等の酸素原子含有複素環含有(メタ)アク
リル酸エステル類；
【０１０６】
　例えば、３－(メタ)アクリロイルオキシプロピルメチルジメトキシシラン、３－(メタ)
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アクリロイルオキシプロピルトリメトキシシラン、３－(メタ)アクリロイルオキシプロピ
ルトリプロポキシシラン、３－(メタ)アクリロイルオキシプロピルトリブトキシシシラン
、３－(メタ)アクリロイルオキシプロピルメチルジメトキシシラン、３－(メタ)アクリロ
イルオキシプロピルメチルジエトキシシラン、３－(メタ)アクリロイルオキシプロピルエ
チルジメトキシシラン、３－(メタ)アクリロイルオキシプロピルブチルジメトキシシラン
、３－(メタ)アクリロイルオキシプロピルエチルジプロポキシシラン、３－(メタ)アクリ
ロイルオキシプロピルメチルジエトキシシラン、３－(メタ)アクリロイルオキシプロピル
トリメトキシシラン、３－(メタ)アクリロイルオキシプロピルトリエトキシシラン、３－
(メタ)アクリロイルオキシプロピルトリプロポキシシラン
等のアルコキシシリル基含有(メタ)アクリル酸エステル類；
【０１０７】
例えば、(メタ)アクリル酸スルホメチル、(メタ)アクリル酸２－スルホエチル、(メタ)ア
クリル酸２－スルホプロピル、(メタ)アクリル酸３－スルホプロピル、(メタ)アクリル酸
２－スルホブチル、(メタ)アクリル酸４－スルホブチル、(メタ)アクリル酸２－スルホブ
チル、(メタ)アクリル酸６－スルホヘキシル、(メタ)アクリル酸スルホオクチル、(メタ)
アクリル酸スルホデシル、(メタ)アクリル酸スルホラウリル、(メタ)アクリル酸スルホス
テアリル等のスルホニル基含有の(メタ)アクリル酸アルキルエステル類；
【０１０８】
　例えば、(メタ)アクリル酸スルホフェノキシエチル、(メタ)アクリル酸スルホシクロヘ
キシル、(メタ)アクリル酸スルホベンジル等のスルホニル基含有の(メタ)アクリル酸環状
エステル類；
【０１０９】
　例えば、(メタ)アクリロイルオキシジメチルエチルアンモニウムエチルサルフェート、
(メタ)アクリロイルアミノプロピルトリメチルアンモニウムサルフェート、(メタ)アクリ
ロイルアミノプロピルトリエチルアンモニウムサルフェート、(メタ)アクリロイルオキシ
エチルジメチルベンジルアンモニウム－ｐ－トルエンスルホネート、(メタ)アクリロイル
オキシエチルトリメチルアンモニウム－ｐ－トルエンスルホネート、(メタ)アクリロイル
アミノプロピルトリメチルアンモニウム－ｐ－トルエンスルホネート等のスルホニル基含
有の(メタ)アクリル酸エステル類の金属塩やアンモニウム塩；
【０１１０】
　例えば、(メタ)アクリル酸アシッドホスホオキシエチル、(メタ)アクリル酸アシッドホ
スホオキシプロピル、(メタ)アクリル酸アシッドホスホオキシブチル、(メタ)アクリル酸
－３－クロロ－２－アシッドホスホオキシエチル、(メタ)アクリル酸－３－クロロ－２－
アシッドホスホオキシプロピル、(メタ)アクリル酸－３－クロロ－２－アシッドホスホオ
キシブチル、フェニル－２－(メタ)アクリロイルオキシエチルホスフェート、(メタ)アク
リル酸アシッドホスホオキシエチレンオキサイド(エチレンオキサイド付加モル数：４～
１０)、(メタ)アクリル酸アシッドホスホオキシプロピレンオキサイド(プロピレンオキサ
イド付加モル数：４～１０)等のホスホン酸基含有(メタ)アクリル酸エステル類；
【０１１１】
　例えば、(メタ)アクリル酸２－メトキシエチル、(メタ)アクリル酸２－エトキシエチル
、(メタ)アクリル酸２－プロポキシエチル、(メタ)アクリル酸３－プロポキシエチル、(
メタ)アクリル酸２－ブトキシエチル、(メタ)アクリル酸３－ブトキシエチル、(メタ)ア
クリル酸４－ブトキシエチル等のアルコキシ基含有(メタ)アクリル酸エステル類；
【０１１２】
　例えば、(メタ)アクリル酸のアルキレンオキサイド付加物などのアルキレンオキサイド
含有(メタ)アクリル酸誘導体類；
【０１１３】
例えば、ジ(メタ)アクリル酸エチレンオキサイド、ジ(メタ)アクリル酸トリエチレンオキ
サイド、ジ(メタ)アクリル酸テトラエチレンオキサイド、ジ(メタ)アクリル酸ポリエチレ
ンオキサイド、ジ(メタ)アクリル酸プロピレンオキサイド、ジ(メタ)アクリル酸ジプロピ
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レンオキサイド、ジ(メタ)アクリル酸トリプロピレンオキサイド、ジ(メタ)アクリル酸ポ
リプロピレンオキサイド、ジ(メタ)アクリル酸ブテンオキサイド、ジ(メタ)アクリル酸ペ
ンテンオキサイド、ジ(メタ)アクリル酸２，２－ジメチルプロピル、ジ(メタ)アクリル酸
ヒドロキシピバリルヒドロキシピバレート(通称マンダ)、ジ(メタ)アクリル酸ヒドロキシ
ピバリルヒドロキシピバレートジカプロラクトネート、ジ(メタ)アクリル酸１，６－ヘキ
サンジオール、ジ(メタ)アクリル酸１，２－ヘキサンジオール、ジ(メタ)アクリル酸１，
５－ヘキサンジオールジ、ジ(メタ)アクリル酸２，５－ヘキサンジオール、ジ(メタ)アク
リル酸１，７－ヘプタンジオール、ジ(メタ)アクリル酸１，８－オクタンジオール、ジ(
メタ)アクリル酸１，２－オクタンジオール、ジ(メタ)アクリル酸１，９－ノナンジオー
ルジ、ジ(メタ)アクリル酸１，２－デカンジオール、ジ(メタ)アクリル酸１，１０－デカ
ンジオール、ジ(メタ)アクリル酸１，２－デカンジオール、ジ(メタ)アクリル酸１，１２
－ドデカンジオール、ジ(メタ)アクリル酸１，２－ドデカンジオール、ジ(メタ)アクリル
酸１，１４－テトラデカンジオール、ジ(メタ)アクリル酸１，２－テトラデカンジオール
、ジ(メタ)アクリル酸１，１６－ヘキサデカンジオール、ジ(メタ)アクリル酸１，２－ヘ
キサデカンジオール、ジ(メタ)アクリル酸２－メチル－２，４－ペンタンジオール、ジ(
メタ)アクリル酸３－メチル－１，５－ペンタンジオール、ジ(メタ)アクリル酸２－メチ
ル－２-プロピル－１，３－プロパンジオール、ジ(メタ)アクリル酸２，４－ジメチル－
２，４－ペンタンジオール、ジ(メタ)アクリル酸２，２－ジエチル－１，３－プロパンジ
オール、ジ(メタ)アクリル酸２，２，４－トリメチル-１，３-ペンタンジオール、ジ(メ
タ)アクリル酸ジメチロールオクタン、ジ(メタ)アクリル酸２－エチル－１，３－ヘキサ
ンジオール、ジ(メタ)アクリル酸２，５－ジメチル－２，５－ヘキサンジオール、ジ(メ
タ)アクリル酸２-メチル－１，８－オクタンジオール、ジ(メタ)アクリル酸２－ブチル－
２－エチル－１，３-プロパンジオール、ジ(メタ)アクリル酸２，４－ジエチル－１，５
－ペンタンジオール、ジ(メタ)アクリル酸１，２－ヘキサンジオール、ジ(メタ)アクリル
酸１，５－ヘキサンジオール、ジ(メタ)アクリル酸２，５－ヘキサンジオール、ジ(メタ)
アクリル酸１，７－ヘプタンジオール、ジ(メタ)アクリル酸１，８－オクタンジオール、
ジ(メタ)アクリル酸１，２－オクタンジオール、ジ(メタ)アクリル酸１，９－ノナンジオ
ール、ジ(メタ)アクリル酸１，２－デカンジオール、ジ(メタ)アクリル酸１，１０－デカ
ンジオール、ジ(メタ)アクリル酸１，２－デカンジオール、ジ(メタ)アクリル酸１，１２
－ドデカンジオール、ジ(メタ)アクリル酸１，２－ドデカンジオール、ジ(メタ)アクリル
酸１，１４－テトラデカンジオール、ジ(メタ)アクリル酸１，２－テトラデカンジオール
、ジ(メタ)アクリル酸１，１６－ヘキサデカンジオール、ジ(メタ)アクリル酸１，２－ヘ
キサデカンジオール、ジ(メタ)アクリル酸２－メチル－２，４－ペンタン、ジ(メタ)アク
リル酸３－メチル－１，５－ペンタンジオール、ジ(メタ)アクリル酸２－メチル－２-プ
ロピル－１，３－プロパンジオール、ジ(メタ)アクリル酸２，４－ジメチル－２，４－ペ
ンタンジオール、ジ(メタ)アクリル酸２，２－ジエチル－１，３－プロパンジオール、ジ
(メタ)アクリル酸２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオール、ジ(メタ)アクリ
ル酸ジメチロールオクタン、ジ(メタ)アクリル酸２－エチル－１，３－ヘキサンジオール
、ジ(メタ)アクリル酸２，５－ジメチル－２，５－ヘキサンジオール、ジ(メタ)アクリル
酸２－ブチル－２-エチル－１，３－プロパンジオール、ジ(メタ)アクリル酸２，４－ジ
エチル－１，５－ペンタンジオール、ジ(メタ)アクリル酸１，２－アダマンタンジオール
、　ジ(メタ)アクリル酸１，３－アダマンタンジオール、　ジ(メタ)アクリル酸１，４－
アダマンタンジオール、　ジ(メタ)アクリル酸トリシクロデカニルジメチロール、ジ(メ
タ)アクリル酸１，１，１－トリスヒドロキシメチルエタン、ジ(メタ)アクリル酸トリシ
クロデカンジヒドロキシメチル、ジ(メタ)アクリル酸トリシクロデカンジヒドロキシメチ
ルジカプロラクトネート、ジ(メタ)アクリル酸－２，２－ビス(ヒドロキシフェニル)プロ
パンのテトラエチレンオキサイド付加体、ジ(メタ)アクリル酸２，２－ビス(ヒドロキシ
フェニル)メタンのテトラエチレンオキサイド付加体、ジ(メタ)アクリル酸－４，４’－
スルフォニルジフェノールのテトラエチレンオキサイド付加体、ジ(メタ)アクリル酸－水
添加２，２－ビス(ヒドロキシフェニル)プロパンのテトラエチレンオキサイド付加体、ジ
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(メタ)アクリル酸－水添加２，２－ビス(ヒドロキシフェニル)メタンのテトラエチレンオ
キサイド付加体、ジ(メタ)アクリル酸－水添加２，２－ビス(ヒドロキシフェニル)プロパ
ン、ジ(２－メチル)プロペン酸－水添加２，２－ビス(ヒドロキシフェニル)メタン、ジ(
メタ)アクリル酸－２，２－ビス(ヒドロキシフェニル)プロパンのテトラエチレンオキサ
イド付加体－ジカプロラクトネート、ジ(メタ)アクリル酸－２，２－ビス(ヒドロキシフ
ェニル)メタンのテトラエチレンオキサイド付加体－ジカプロラクトネート等の２官能(メ
タ)アクリル酸エステル類；
【０１１４】
　例えば、トリ(メタ)アクリル酸１，２，３－プロパントリオール、トリ(メタ)アクリル
酸２－メチルペンタン－２，４－ジオール、トリ(メタ)アクリル酸２－メチルペンタン－
２，４－ジオールトリカプロラクトネート、トリ(メタ)アクリル酸２，２－ジメチルプロ
パン－１，３－ジオール、トリ(メタ)アクリル酸トリメチロールヘキサン、トリ(メタ)ア
クリル酸トリメチロールオクタン、トリ(メタ)アクリル酸２，２－ビス(ヒドロキシメチ
ル)１，３－プロパンジオール、トリ(メタ)アクリル酸１，１，１－トリスヒドロキシメ
チルエタン、トリ(メタ)アクリル酸１，１，１－トリスヒドロキシメチルプロパン、トリ
(メタ)アクリル酸エトキシ化イソシアヌル酸、ε－カプロラクトン変性トリス－(２－ア
クリロイルオキシエチル)イソシアヌレート、トリ(メタ)アクリル酸ペンタエリスリトー
ル等の３官能(メタ)アクリル酸エステル類；
【０１１５】
　例えば、テトラ(メタ)アクリル酸ペンタエリスリトール、テトラ(メタ)アクリル酸エト
キシ化ペンタエリスリトール、テトラ(メタ)アクリル酸ジトリメチロールプロパン、ヘキ
サ(メタ)アクリル酸ジペンタエリスリトール、テトラ(メタ)アクリル酸２，２－ビス(ヒ
ドロキシメチル)１，３－プロパンジオール、テトラ(メタ)アクリル酸２，２－ビス(ヒド
ロキシメチル)１，３－プロパンジオールテトラカプロラクトネート、テトラ(メタ)アク
リル酸ジ１，２，３－プロパントリオール、テトラ(メタ)アクリル酸ジ２－メチルペンタ
ン－２，４－ジオール、テトラ(メタ)アクリル酸ジ２－メチルペンタン－２，４－ジオー
ルテトラカプロラクトネート、テトラ(メタ)アクリル酸ジ２，２－ジメチルプロパン－１
，３－ジオール、テトラ(メタ)アクリル酸ジトリメチロールブタン、テトラ(メタ)アクリ
ル酸ジトリメチロールヘキサン、テトラ(メタ)アクリル酸ジトリメチロールオクタン、テ
トラ(メタ)アクリル酸ジ２，２－ビス(ヒドロキシメチル)１，３－プロパンジオール、ヘ
キサ(メタ)アクリル酸ジ２，２－ビス(ヒドロキシメチル)１，３－プロパンジオール、ヘ
キサ(メタ)アクリル酸トリ２，２－ビス(ヒドロキシメチル)１，３－プロパンジオール、
ヘプタ(メタ)アクリル酸トリ２，２－ビス(ヒドロキシメチル)１，３－プロパンジオール
、オクタ(メタ)アクリル酸トリ２，２－ビス(ヒドロキシメチル)１，３－プロパンジオー
ル、ヘプタ(メタ)アクリル酸ジ２，２－ビス(ヒドロキシメチル)１，３－プロパンジオー
ルポリアルキレンオキサイド等の多官能(メタ)アクリル酸エステル類などが挙げられる。
【０１１６】
　アルケニル基含有化合物としては、例えば、エチルビニルエーテル、１－プロピルビニ
ルエーテル、２－プロピルビニルエーテル、ｎ－ブチルビニルエーテル、ｓｅｃ－ブチル
ビニルエーテル、ｉｓｏ－ブチルビニルエーテル、ｔｅｒｔ－ブチルビニルエーテル、ｎ
－アミルビニルエーテル、ｎ－ヘキシル、２－エチルヘキシルビニルエーテル、ｎ－オク
チルビニルエーテル、ｉｓｏ－オクチルビニルエーテル、ｎ－ノニルビニルエーテル、ｉ
ｓｏ－ノニルビニルエーテル、デシルビニルエーテル、ドデシルビニルエーテル、オクタ
デシルビニルエーテル、ラウリルビニルエーテル、ステアリルビニルエーテルなどの脂肪
族ビニルエーテル類；
【０１１７】
　例えば、シクロヘキシルビニルエーテル、シクロヘキサンジメタノールモノビニルエー
テル、２，３－ジヒドロフラン、３，４－ジヒドロフラン、２，３－ジヒドロ－２Ｈ－ピ
ラン、３，４－ジヒドロ－２Ｈ－ピラン、３，４－ジヒドロ－２－メトキシ－２Ｈ－ピラ
ン、３，４－ジヒドロ－４，４－ジメチル－２Ｈ－ピラン－２－オン、３，４－ジヒドロ
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－２－エトキシ－２Ｈ－ピラン、３，４－ジヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－カルボン酸ナト
リウム等の環状構造を有するビニルエーテル類；
【０１１８】
　例えば、パーフルオロビニル、パーフルオロプロペン、パーフルオロ(プロピルビニル
エーテル)、フッ化ビニリデンなどのフッ素含有ビニル系単量体；
【０１１９】
　例えば、(メタ)アリルクロロシラン、(メタ)アリルトリメトキシシラン、(メタ)アリル
トリエトキシシラン、(メタ)アリルアミノトリメチルシラン、ジエトキシエチルビニルシ
ラン、トリクロロビニルシラン、トリメトキシビニルシラン、トリエトキシビニルシラン
、トリプロポキシビニルシラン、ビニルトリス(２－メトキシエトキシ)シラン等のアルコ
キシシリル基含有エチレン性不飽和単量体類；
【０１２０】
　例えば、ビニルスルホン酸、２－プロペニルスルホン酸、２－メチル－２－プロペニル
スルホン酸、ビニル硫酸等のアルケニル基含有スルホン酸類；
【０１２１】
　例えば、ビニルスルホン酸アンモニウム、ビニルスルホン酸ナトリウム、ビニルスルホ
ン酸カリウム、ナトリウムビニルアルキルスルホサクシネート等の金属塩やアンモニウム
塩類；
　２－メチル－２－プロペニルスルホン酸アンモニウム、２－メチル－２－プロペニルス
ルホン酸ナトリウム、２－メチル－２－プロペニルスルホン酸カリウム等の２－メチル－
２－プロペニルスルホン酸の金属塩やアンモニウム塩類；
【０１２２】
　例えば、スチレン、α－メチルスチレン、２－メチルスチレン、３－メチルスチレン、
４－メチルスチレン、２－メトキシスチレン、３－メトキシスチレン、４－メトキシスチ
レン、４－ｔ－ブトキシスチレン、４－ｔ－ブトキシ－α－メチルスチレン、４－(２－
エチル－２－プロポキシ)スチレン、４－(２－エチル－２－プロポキシ)－α－メチルス
チレン、４－(１－エトキシエトキシ)スチレン、４－(１－エトキシエトキシ)－α－メチ
ルスチレン、１－ブチルスチレン、１－クロロ－４－イソプロペニルベンゼンなどの芳香
族ビニル系単量体；
【０１２３】
　例えば、ビニルフェニルペンチルエーテル、ビニルフェニルヘキシルエーテル、ビニル
フェニルヘプチルエーテル、ビニルフェニルオクチルエーテル、ビニルフェニルノニルエ
ーテル、ビニルフェニルデシルエーテル、ビニルフェニルウンデシルエーテル、ビニルフ
ェニルドデシルエーテル、ビニルフェニルトリデシルエーテル、ビニルフェニルテトラデ
シルエーテル、ビニルフェニルペンタデシルエーテル、ビニルフェニルヘキサデシルエー
テル、ビニルフェニルヘプタデシルエーテル、ビニルフェニルオクタデシルエーテル、ビ
ニルフェニルノナデシルエーテル、ビニルフェニルエイコシルエーテル、ビニルフェニル
ヘンエイコシルエーテル、ビニルフェニルドコシルエーテル、ビニルフェニルメチルブチ
ルエーテル、ビニルフェニルメチルペンチルエーテル、ビニルフェニルメチルヘキシルエ
ーテル、ビニルフェニルメチルヘプチルエーテル、ビニルフェニルメチルオクチルエーテ
ル、ビニルフェニルメチルノニルエーテル、ビニルフェニルメチルデシルエーテル、ビニ
ルフェニルメチルウンデシルエーテル、ビニルフェニルメチルドデシルエーテル、ビニル
フェニルメチルトリデシルエーテル、ビニルフェニルメチルテトラデシルエーテル、ビニ
ルフェニルメチルペンタデシルエーテル、ビニルフェニルメチルヘキサデシルエーテル、
ビニルフェニルメチルヘプタデシルエーテル、ビニルフェニルメチルオクタデシルエーテ
ル、ビニルフェニルメチルノナデシルエーテル、ビニルフェニルメチルエイコシルエーテ
ル、ビニルフェニルメチルヘンエイコシルエーテル、ビニルフェニルメチルドコシルエー
テルなどの長鎖アルキル基を有する芳香族ビニルエーテル系単量体；
【０１２４】
　例えば、イソプロペニルフェニルメチルブチルエーテル、イソプロペニルフェニルメチ



(27) JP 6369023 B2 2018.8.8

10

20

30

40

50

ルペンチルエーテル、イソプロペニルフェニルメチルヘキシルエーテル、イソプロペニル
フェニルメチルヘプチルエーテル、イソプロペニルフェニルメチル オクチルエーテル、
イソプロペニルフェニルメチルノニルエーテル、イソプロペニルフェニルメチルデシルエ
ーテル、イソプロペニルフェニルメチルウンデシルエーテル、イソプロペニルフェニルメ
チルドデシルエーテル、イソプロペニルフェニルメチルトリデシルエーテル、イソプロペ
ニルフェニルメチルテトラデシルエーテル、イソプロペニルフェニルメチルペンタデシル
エーテル、イソプロペニルフェニルメチルヘキサデシルエーテル、イソプロペニルフェニ
ルメチルヘプタデシルエーテル、イソプロペニルフェニルメチルオクタデシルエーテル、
イソプロペニルフェニルメチルノナデシルエーテル、イソプロペニルフェニルメチルエイ
コシルエーテル、イソプロペニルフェニルメチルヘンエイコシルエーテル、イソプロペニ
ルフェニルメチルドコシルエーテルなどの長鎖アルキル基を有するイソプロペニルフェニ
ル系単量体；
【０１２５】
　例えば、４－ビニル安息香酸ヘキシル、４－ビニル安息香酸オクチル、４－ビニル安息
香酸ノニル、４－ビニル安息香酸デシル、４－ビニル安息香酸ドデシル、４－ビニル安息
香酸テトラデシル、４－ビニル安息香酸ヘキサデシル、４－ビニル安息香酸オクタデシル
、４－ビニル安息香酸エイコシル、４－ビニル安息香酸ドコシル、４－イソプロペニル安
息香酸ヘキシル、４－イソプロペニル安息香酸オクチル、４－イソプロペニル安息香酸ノ
ニル、４－イソプロペニル安息香酸デシル、４－イソプロペニル安息香酸ドデシル、４－
イソプロペニル安息香酸テトラデシル、４－イソプロペニル安息香酸ヘキサデシル、４－
イソプロペニル安息香酸オクタデシル、４－イソプロペニル安息香酸エイコシル、４－イ
ソプロペニル安息香酸ドコシルなどの長鎖アルキル基を有するビニル安息香酸エステル系
またはイソプロペニル安息香酸エステル系単量体；
【０１２６】
　例えば、テトラ(エチレンオキサイド)ビニルフェニルエーテル、メチルテトラ(エチレ
ンオキサイド)ビニルフェニルエーテル、エチルテトラ(エチレンオキサイド)ビニルフェ
ニルエーテル、プロピルテトラ(エチレンオキサイド)ビニルフェニルエーテル、ｎ－ブチ
ルテトラ(エチレンオキサイド)ビニルフェニルエーテル、ｎ－ペンチルテトラ(エチレン
オキサイド)ビニルフェニルエーテル、テトラ(プロピレンオキサイド)ビニルフェニルエ
ーテル、メチルテトラ(プロピレンオキサイド)ビニルフェニルエーテル、エチルテトラ(
プロピレンオキサイド)ビニルフェニルエーテル、プロポキシテトラ(プロピレンオキサイ
ド)ビニルフェニルエーテル、ｎ－ブチルテトラ(プロピレンオキサイド)ビニルフェニル
エーテル、ｎ－ペンタキシテトラ(プロピレンオキサイド)ビニルフェニルエーテル、ポリ
(エチレンオキサイド)ビニルフェニルエーテル、メチルポリ(エチレンオキサイド)ビニル
フェニルエーテル、エチルポリ(エチレンオキサイド)ビニルフェニルエーテル、ポリ(プ
ロピレンオキサイド)ビニルフェニルエーテル、メチルポリ(プロペンオキサイド)ビニル
フェニルエーテル、エチルポリ(プロピレンオキサイド)エテニルフェニルエーテル、ポリ
(エチレンオキサイド)ビニルベンジルエーテル、メチルポリ(エチレンオキサイド)ビニル
ベンジルエーテル、エチルポリ(エチレンオキサイド)エテニルベンジルエーテル、ポリ(
プロピレンオキサイド)ビニルベンジルエーテル、メチルビニルポリ(プロピレンオキサイ
ド)ビニルベンジルエーテル、エチルポリ(プロピレンオキサイド)ビニルベンジルエーテ
ル、ポリ(エチレンオキサイド)ビニルフェニルエチルエーテル、メチルポリ(エチレンオ
キサイド)ビニルフェニルエチルエーテル、エチルポリ(エチレンオキサイド)ビニルフェ
ニルエチルエーテル、ポリ(オキシプロピレン) ビニルフェニルエチルエーテル、メチル
ポリ(プロピレンオキサイド)ビニルフェニルエチルエーテル、エチルポリ(プロピレンオ
キサイド)ビニルフェニルエチルエーテルなどの長鎖ポリアルキレンオキサイド部位を有
するビニルフェニルエーテル系単量体；
【０１２７】
　例えば、ポリ(エチレンオキサイド)イソプロペニルフェニルエーテル、メチルポリ(エ
チレンオキサイド)イソプロペニルフェニルエーテル、エチルポリ(エチレンオキサイド)
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イソプロペニルフェニルエーテル、ポリ(プロピレンオキサイド)イソプロペニルフェニル
エーテル、メチルポリ(プロピレンオキサイド)イソプロペニルフェニルエーテル、エチル
ポリ(プロペンオキサイド)イソプロペニルフェニルエーテル、ポリ(エチレンオキサイド)
イソプロペニルベンジルエーテル、メチルポリ(エチレンオキサイド)イソプロペニルベン
ジルエーテル、エチルポリ(エチレンオキサイド)イソプロペニルベンジルエーテル、ポリ
(プロピレンオキサイド)イソプロペニルベンジルエーテル、メチルポリ(プロピレンオキ
サイド)イソプロペニルベンジルエーテルなどのポリアルキレンオキサイド部位を有する
イソプロペニル系単量体；
【０１２８】
　例えば、コハク酸ビニルフェニルノニル、ヘキサヒドロフタル酸ビニルフェニルメチル
デシル、テレフタル酸ビニルフェニルエチルドデシルなどのジカルボン酸のモノ長鎖アル
キルエステル系単量体；
【０１２９】
　例えば、コハク酸ビニルフェニルポリ(エチレンオキサイド)、ヘキサヒドロフタル酸ビ
ニルフェニルメチルポリ(エチレンオキサイド)、テレフタル酸ビニルフェニルエチルポリ
(エチレンオキサイド)などのジカルボン酸のモノポリアルキレンオキサイドエステル；
　４－ビニル安息香酸メチルポリ(エチレンオキサイド)、４－ビニル安息香酸エチルポリ
(エチレンオキサイド)、４－イソプロペニル安息香酸メチルポリ(プロピレンオキサイド)
、４－イソプロペニル安息香酸エチルポリ(プロピレンオキサイド)などのポリアルキレン
オキサイド部位を有するビニル安息香酸エステル系またはイソプロペニル安息香酸エステ
ル系単量体；
【０１３０】
　例えば、スチレンスルホン酸、２－プロペニルオキシベンゼンスルホン酸、２－メチル
－２－プロペニルスルホン酸、２－メチル－２－プロペニルオキシベンゼンスルホン酸等
のアルケニル基含有スルホン酸類；
【０１３１】
　例えば、エスチレンスルホン酸アンモニウム、スチレンスルホン酸モノメチルアンモニ
ウム、スチレンスルホン酸ジメチルアンモニウム、スチレンゼンスルホン酸トリメチルア
ンモニウム、スチレンスルホン酸テトラメチルアンモニム、スチレンスルホン酸エチルア
ンモニウム、スチレンスルホン酸ジエチルアンモニウム、スチレンスルホン酸トリエチル
アンモニウム、スチレンスルホン酸テトラエチルアンモニウム、スチレンスルホン酸プロ
ピルアンモニウム、スチレンスルホン酸ジプロピルアンモニウム、スチレンスルホン酸ト
リプロピルアンモニウム、スチレンスルホン酸ブチルアンモニウム、スチレンスルホン酸
ペンチルアンモニウムまたはスチレンスルホン酸ヘキシルアンモニウム等のスチレンスル
ホン酸のアンモニウム塩類；
スチレンスルホン酸ナトリウム、スチレンスルホン酸カリウム、スチレンスルホン酸リチ
ウム、スチレンスルホン酸マグネシウム、スチレンスルホン酸亜鉛、スチレンスルホン酸
鉄等のスチレンスルホン酸の金属塩類；
ビニルオキシベンゼンスルホン酸アンモニウム、ビニルオキシベンゼンスルホン酸ナトリ
ウム、ビニルオキシベンゼンスルホン酸カリウム等のアルケニル基含有ビニルオキシベン
ゼンスルホン酸の金属塩やアンモニウム塩類；
２－メチル－２－プロペニルオキシベンゼンスルホン酸アンモニウム、２－メチル－２－
プロペニルオキシベンゼンスルホン酸ナトリウム、２－メチル－２－プロペニルオキシベ
ンゼンスルホン酸カリウム等の２－メチル－２－プロペニルオキシベンゼンスルホン酸の
金属塩やアンモニウム塩類；
【０１３２】
　例えば、(メタ)アクリルアミド、Ｎ－メチル(メタ)アクリルアミド、Ｎ－エチル(メタ)
アクリルアミド、Ｎ－プロピル(メタ)アクリルアミド、Ｎ－イソプロピル(メタ)アクリル
アミド、Ｎ－ブチル(メタ)アクリルアミド、Ｎ－プロピル(メタ)アクリルアミド、Ｎ－ｔ
ｅｒｔ－ブチル(メタ)アクリルアミド、Ｎ－ヘキシル(メタ)アクリルアミド、Ｎ－オクチ
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ル(メタ)アクリルアミド、Ｎ－ノニル(メタ)アクリルアミド、Ｎ－トリコシル(メタ)アク
リルアミド、Ｎ－ノナデシル(メタ)アクリルアミド、Ｎ－ドコシル(メタ)アクリルアミド
、Ｎ－メチレン(メタ)アクリルアミド、Ｎ－トリデシル(メタ)アクリルアミド、Ｎ－(４
－カルバモイルフェニル)(メタ)アクリルアミド、β－(２－フリル)(メタ)アクリルアミ
ド、２，３－ビス(２－フリル)アクリルアミド、Ｎ－(９Ｈ－フルオレン－２－イル)(メ
タ)アクリルアミド、２，３，３－トリクロロ(メタ)アクリルアミド、Ｎ－[(Ｒ)－１－フ
ェニルエチル] (メタ)アクリルアミド、Ｎ－[(Ｓ)－１－フェニルエチル] (メタ)アクリ
ルアミド、Ｎ－(５，５－ジメチルヘキシル)(メタ)アクリルアミド、(Ｚ)－Ｎ－メチル－
３－(フェニル)(メタ)アクリルアミド、(Ｚ)－３－(フェニル)(メタ)アクリルアミド、Ｎ
，Ｎ－ジエチル－３－フェニル(メタ)アクリルアミド、Ｎ－[２－(１Ｈ－イミダゾール－
５－イル)エチル] (メタ)アクリルアミド、(Ｚ)－Ｎ，Ｎ－ジメチル－３－(フェニル)(メ
タ)アクリルアミド、クロトンアミド、マレインアミド、フマルアミド、メサコンアミド
、シトラコンアミド、イタコンアミド、３－フェニル－２－プロペンアミド、２－メチル
プロパ－２－エノイルアミン、Ｎ，Ｎ－ジメチル(メタ)アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジエチ
ル－(メタ)アクリルアミド、Ｎ－［３－(Ｎ’，Ｎ’－ジメチルアミノ)プロピル］－(メ
タ)アクリルアミド、Ｎ－(ジブチルアミノメチル)(メタ)アクリルアミド、Ｎ－メチル－
Ｎ－フェニル(メタ)アクリルアミド、Ｎ－ビニルメタンアミド、Ｎ－ビニルアセトアミド
などの脂肪族系、あるいは芳香族系の(メタ)アクリルアミド類；
【０１３３】
　例えば、Ｎ－メトキシメチル(メタ)アクリルアミド、Ｎ－メトキシエチル(メタ)アクリ
ルアミド、Ｎ－メトキシプロピル(メタ)アクリルアミド、Ｎ－メトキシブチル(メタ)アク
リルアミド、Ｎ－メトキシヘキシル(メタ)アクリルアミド、Ｎ－メトキシオクチル(メタ)
アクリルアミド、Ｎ－メトキシデシル(メタ)アクリルアミド、Ｎ－メトキシドデシル(メ
タ)アクリルアミド、Ｎ－メトキシオクタデシル(メタ)アクリルアミド、Ｎ－エトキシメ
チル(メタ)アクリルアミド、Ｎ－エトキシエチル(メタ)アクリルアミド、Ｎ－エトキシプ
ロピル(メタ)アクリルアミド、Ｎ－エトキシブチル(メタ)アクリルアミド、Ｎ－エトキシ
ヘキシル(メタ)アクリルアミド、Ｎ－エトキシオクチル(メタ)アクリルアミド、Ｎ－イソ
プロポキシメチル(メタ)アクリルアミド、Ｎ－イソプロポキシエチル(メタ)アクリルアミ
ド、Ｎ－イソプロポキシプロピル(メタ)アクリルアミド、Ｎ－イソプロポキシブチル(メ
タ)アクリルアミド、Ｎ－イソプロポキシヘキシル(メタ)アクリルアミド、Ｎ－イソプロ
ポキシオクチル(メタ)アクリルアミド、Ｎ－ブトキシメチル(メタ)アクリルアミド、Ｎ－
ブトキシエチル(メタ)アクリルアミド、Ｎ－ブトキシプロピル(メタ)アクリルアミド、Ｎ
－ブトキシブチル(メタ)アクリルアミド、Ｎ－ブトキシヘキシル(メタ)アクリルアミド、
Ｎ－ブトキシオクチル(メタ)アクリルアミド、Ｎ－イソブトキシメチル(メタ)アクリルア
ミド、Ｎ－イソブトキシエチル(メタ)アクリルアミド、Ｎ－イソブトキシプロピル(メタ)
アクリルアミド、Ｎ－イソブトキシブチル(メタ)アクリルアミド、Ｎ－イソブトキシヘキ
シル(メタ)アクリルアミド、Ｎ－イソブトキシオクチル(メタ)アクリルアミド、Ｎ－(ペ
ントキシメチル)(メタ)アクリルアミド、Ｎ－１－メチル－２－メトキシエチル(メタ)ア
クリルアミド、Ｎ－(オキセタン－２－イルメトキシメチル)(メタ)アクリルアミド、Ｎ－
(オキセタン－３－イルメトキシメチル)(メタ)アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジ(メトキシメ
チル)メタ)アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジ(エトキシメチル)(メタ)アクリルアミド等のＮ－
アルコキシ基含有の(メタ)アクリルアミド類；
【０１３４】
　例えば、(メタ)アクリルアミドスルホン酸、ｔｅｒｔ－ブチル－(メタ)アクリルアミド
スルホン酸、(メタ)アクリルアミド－２－メチル－１－プロパンスルホン酸等のスルホン
酸含有の(メタ)アクリルアミド類；
【０１３５】
　例えば、４－アクリロイルモルホリン、Ｎ－ビニル－２－ピロリドン、Ｎ－ビニル－ε
－カプロラクタムなどの環状アミド基含有(メタ)アクリルアミド類類；
【０１３６】
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　例えば、(メタ)アクリロニトリル、α－クロロアクリロニトリル、クロトンニトリル、
マレインニトリル、フマロニトリル、メサコンニトリル、シトラコンニトリル、イタコン
ニトリル、２－プロペンニトリル、(メタ)アクリル酸２－シアノエチルなどのニトリル基
含有エチレン性不飽和単量体類；
【０１３７】
　例えば、２－ビニルピリジン、４－ビニルピリジン、２－ビニルピペラジン、Ｎ－ビニ
ルイミダゾール、４－ビニルピペラジン、２，４－ジアミノ－６－ビニル－ｓ－トリアジ
ンなどの窒素原子含有複素環ビニル系単量体；
【０１３８】
　例えば、マレイミド、メチルマレイミド、エチルマレイミド、プロピルマレイミド、ブ
チルマレイミド、オクチルマレイミド、ドデシルマレイミド、ステアリルマレイミド、フ
ェニルマレイミド、シクロヘキシルマレイミドなどのマレイミド誘導体類；
【０１３９】
　例えば、ギ酸ビニル、酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル、酪酸ビニル、カプリン酸ビニ
ル、ラウリン酸ビニル、バーサチック酸ビニル、ピバリン酸ビニル、パルミチン酸ビニル
、ステアリン酸ビニル等のカルボン酸のビニルエステル類；
【０１４０】
　例えば、酢酸(メタ)アリル、プロピオン酸(メタ)アリル、酪酸(メタ)アリル、カプリン
酸(メタ)アリル、ラウリン酸(メタ)アリル、オクチル酸アリル、ヤシ油脂肪酸、ピバリン
酸ビニル等の飽和カルボン酸の(メタ)アリルエステル類；
【０１４１】
　例えば、グリシジルシンナマート、アリルグリシジルエーテル、ビニルシクロヘキセン
モノオキシラン、１，３－ブタジエンモノオキシラン等のグリシジル基含有ビニルエステ
ル類；
【０１４２】
　例えば、塩化ビニル、塩化ビニリデン、アリルクロライド、アリルアルコール等のビニ
ルエステル類；
【０１４３】
　例えば、アレン、１，２－ブタジエン、１，３－ブタジエン、２－メチル－１，３－ブ
タジエン、２－クロロ－１，３－ブタジエンなどのジエン類；
【０１４４】
　例えば、ｃｉｓ－コハク酸ジアリル、２－メチリデンコハク酸ジアリル、(Ｅ)－ブタ－
２－エン酸ビニル、(Ｚ)－オクタデカ－９－エン酸ビニル、(９Ｚ，１２Ｚ，１５Ｚ)－オ
クタデカ－９，１２，１５－トリエン酸ビニル等の多官能の不飽和結合を含有するエチレ
ン性不飽和単量体類；
【０１４５】
　例えば、エチレン、プロピレン、１－ブテン、２－ブテン、２－メチルプロペン、１－
ヘキセン、１－オクテン、１－デセン、１－ドデセン、１－テトラデセン、１－ヘキサデ
セン、１－オクタデセン、１－エイコセン、１－ドコセン、１－テトラコセン、１－ヘキ
サコセン、１－オクタコセン、１－トリアコンテン、１－ドトリアコンテン、１－テトラ
トアコンテン、１－ヘキサトリアコンテン、１－オクタトリアコンテン、１－テトラコン
テン等ならびにその混合物やポリブテン－１，ポリペンテン－１，ポリ４－メチルペンテ
ン－１等などのアルケン類などが挙げられる。
【０１４６】
　また、例えば、上述のグリシジル基含有エテニルエステル類と脂肪酸とを反応させて得
られた共重合可能なα，β－不飽和化合物単量体、上述のハロゲン化アルキルスチレン類
と長鎖アルコール、ポリ(エチレンオキサイド)、およびポリ(エチレンオキサイド)モノア
ルキルエーテルより選ばれる少なくとも一種のアルコール性水酸基含有化合物を反応させ
て得られた共重合可能なα，β－不飽和化合物単量体等も、前記したα，β－不飽和二重
結合含有化合物(Ｄ)に含まれる。さらに、重量平均分子量(Ｍｗ)２００～２，０００，０
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００の重合体部位及びエチレン性不飽和二重結合を有する高分子量のα，β－不飽和化合
物単量体、いわゆるマクロモノマーであっても良い。特にこれらに限定されるものではな
い。これらは、１種だけを用いてもよいし、あるいは、複数種を併用してもよい。
　
【０１４７】
　次に、活性エネルギー線重合開始剤(Ｄ)について説明する。
　本発明に使用される活性エネルギー線重合開始剤(Ｄ)は、公知のものから任意に選択し
使用できるが、その具体例としては、例えば、２，２－ジメトキシ－２－フェニルアセト
フェノン、アセトフェノン、ベンゾフェノン、キサントフルオレノン、ベンズアルデヒド
、アントラキノン、３－メチルアセトフェノン、４－クロロベンゾフェノン、４，４‘－
ジアミノベンゾフェノン、ベンゾインプロピルエーテル、ベンゾインエチルエーテル、ベ
ンジルジメチルケタール、１－(４－イソプロピルフェニル)－２－ヒドロキシ-2－メチル
プロパン-1－オン、２－ヒドロキシ－２－メチル－１－フェニルプロパン－１－オン、４
－オキサントン、カンファーキノン、２－メチル－１－［４－(メチルチオ)フェニル］－
２－モルホリノプロパン－１－オン等が挙げられる。市販品としては、例えば、イルガキ
ュアー１８４，９０７，６５１，１７００，１８００，８１９，３６９，２６１、ＤＡＲ
ＯＣＵＲ-ＴＰＯ(BASF社製　２，４，６-トリメチルベンゾイル-ジフェニル－フォスフィ
ンオキサイド)、ダロキュア-１１７３(メルク社製)、エザキュアーＫＩＰ１５０、ＴＺＴ
(日本シイベルヘグナー社製)、カヤキュアＢＭＳ、カヤキュアＤＭＢＩ(日本化薬社製)等
が挙げられる。
【０１４８】
　また、分子内に少なくとも１個の(メタ)アクリロイル基を有する光重合開始剤も用いる
ことができる。これらの活性エネルギー線重合開始剤(Ｄ)は単独または２種類以上の混合
物として使用することができる。
【０１４９】
　上記、活性エネルギー線重合開始剤(D)の配合割合は、反応性モノマー１００重量部に
対して、活性エネルギー線重合開始剤(D)を０．０１～２０重量部含有することが好まし
い。
【０１５０】
　本発明の樹脂組成物は、実質的に有機溶剤を含まない。有機溶剤を全く含まないほうが
好ましいが、活性エネルギー線重合開始剤(Ｄ)は重合性成分に難溶性のことが多い。その
ため活性エネルギー線重合開始剤(Ｄ)を溶解するため少量の有機溶剤は含んでもよい。組
成物中の有機溶剤の含有量は５重量％以内である。
【０１５１】
　更に、上記、活性エネルギー線重合開始剤(Ｄ)の性能を向上させるために、活性エネル
ギー線増感剤を併用しても良い。活性エネルギー線増感剤としては、代表的なものを例記
すれば、アミン類、尿素類、含硫黄化合物、含燐化合物、含塩素化合物またはニトリル類
もしくはその他の含窒素化合物などであるが、アントラセン系やベンゾフェノン系、チオ
キサントン系やペリレン、フェノチアジン、ローズベンガル等が好ましく使用される。
　次に、シラン化合物について、説明する。
【０１５２】
　本発明の樹脂組成物には、シラン化合物を含有してもよい。シラン化合物としては、公
知のシラン化合物を用いることができ、後述の基材との密着性が向上するものであれば特
に限定されない。例えば、アルキル系シラン、アリール系シラン、ビニル系シラン、アミ
ノ系シラン、エポキシ系シラン、ハロゲン系シラン、(メタ)アクリロイル系シラン、メル
カプト系シラン、カチオン系シラン、イソシアネート系シラン、ヒドロキシル系シラン等
が挙げられる。より具体的に、例えば、テトラメトキシシラン、テトラエトキシシラン、
テトライソプロポキシシラン、メチルトリメトキシシラン、メチルトリエトキシシラン、
メチルトリイソプロポキシシラン、メチルトリアセトキシシラン、メチルトリス( メトキ
シエトキシ) シラン、メチルトリス( メトキシプロポキシ)シラン、エチルトリメトキシ
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シラン、エチルトリエトキシシラン、エチルトリイソプロポキシシラン、プロピルトリメ
トキシシラン、プロピルトリエトキシシラン、プロピルトリイソプロポキシシラン、ブチ
ルトリメトキシシラン、ブチルトリエトキシシラン、ヘキシルトリメトキシシラン、ヘキ
シルトリエトキシシラン、オクチルトリメトキシシラン、オクチルトリエトキシシラン、
デシルトリメトキシシラン、デシルトリエトキシシラン、シクロヘキシルトリメトキシシ
ラン、シクロヘキシルトリエトキシシラン、ジメチルジメトキシシラン、ジメチルジエト
キシシラン、ジメチルジイソプロポキシシラン、ジメチルジアセトキシシラン、ジメチル
ビス(メトキシエトキシ)シラン、ジメチルビス(メトキシプロポキシ)シラン、ジエチルジ
メトキシシラン、ジエチルジエトキシシラン、ジエチルジイソプロポキシシラン、ジエチ
ルジアセトキシシラン、メチルエチルジメトキシシラン、メチルエチルジエトキシシラン
、メチルエチルジイソプロポキシシラン、メチルエチルジアセトキシシラン、メチルプロ
ピルジメトキシシラン、メチルプロピルジエトキシシラン、メチルプロピルジイソプロポ
キシシラン、メチルプロピルジアセトキシシラン等のアルキル系シラン；
【０１５３】
　例えば、フェニルトリメトキシシラン、フェニルトリエトキシシラン、フェニルトリイ
ソプロポキシシラン、フェニルトリアセトキシシラン、トリルトリメトキシシラン、トリ
ルトリエトキシシラン、ジフェニルジメトキシシラン、ジフェニルジエトキシシラン、ジ
フェニルジイソプロポキシシラン、ジフェニルジアセトキシシラン、メチルフェニルジメ
トキシシラン、メチルフェニルジエトキシシラン、メチルフェニルジイソプロポキシシラ
ン、メチルフェニルジアセトキシシラン等のアリール系シラン；
【０１５４】
　例えば、ビニルトリメトキシシラン、ビニルトリエトキシシラン、ビニルトリイソプロ
ポキシシラン、ビニルトリアセトキシシラン、ビニルトリス( メトキシエトキシ) シラン
、ビニルトリス( メトキシプロポキシ) シラン、アリルトリメトキシシラン、アリルトリ
エトキシシラン、ジビニルジメトキシシラン、ジビニルジエトキシシラン、ジビニルジイ
ソプロポキシシラン、ジビニルジアセトキシシラン、メチルビニルジメトキシシラン、メ
チルビニルジエトキシシラン、メチルビニルジイソプロポキシシラン、メチルビニルジア
セトキシシラン、ジアリルジメトキシシラン、ジアリルジエトキシシラン、ジアリルジイ
ソプロポキシシラン、メチルアリルジメトキシシラン、メチルアリルジエトキシシラン、
メチルアリルジイソプロポキシシラン、メチルアリルジアセトキシシラン等のビニル系シ
ラン；
【０１５５】
　例えば、Ｎ－(２－アミノエチル)３－アミノプロピルメチルジメトキシシラン、３－ア
ミノプロピルメチルジエトキシシラン、Ｎ－(２－アミノメチル)３－アミノプロピルトリ
メトキシシラン、３－アミノプロピルトリエトキシシラン、Ｎ－(２－アミノエチル)３－
アミノプロピルトリメトキシシラン、３－アミノプロピルトリエトキシシラン、Ｎ－[２
－(ビニルベンジルアミノ)エチル]－３－アミノピロピルトリメトキシシラン塩酸塩等の
アミノ系シラン；
【０１５６】
　例えば、３－グリシドキシプロピルトリメトキシシラン、３－グリシドキシプロピルメ
チルジメトキシシラン、γ－グリシドキシプロピルトリエトキシシラン、β－(３，４－
エポキシシクロヘキシル)エチルトリエトキシシラン、２－(３，４－エポキシシクロヘキ
シル)エチルトリメトキシシラン、γ－グリシドキシプロピルメチルジエトキシシラン、
β－(３，４－エポキシシクロヘキシル)エチルメチルジエトキシシラン、等のエポキシ系
シラン；
【０１５７】
　例えば、クロロメチルトリメトキシシラン、クロロメチルトリエトキシシラン、γ－ク
ロロプロピルトリメトキシシラン、γ－クロロプロピルトリエトキシシラン、３－クロロ
プロピルメチルジエトキシシラン、３，３，３－トリフルオロプロピルトリメトキシシラ
ン、３，３，３－トリフルオロプロピルトリエトキシシラン、γ－クロロプロピルメチル
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ジメトキシシラン、γ－クロロプロピルメチルジエトキシシラン、３，３，３－ トリフ
ルオロプロピルメチルジメトキシシラン等のハロゲン系シラン；
【０１５８】
　例えば、３－メタクリロキシプロピルトリメトキシシラン、γ－メタクリロキシプロピ
ルメチルジメトキシシラン、３－アクリロキシプロピルトリメトキシシラン、γ－メタク
リロキシプロピルメチルジメトキシシラン、γ－メタクリロキシプロピルメチルジエトキ
シシラン、γ－ アクリロキシプロピルメチルジメトキシシラン等の(メタ)アクリロイル
系シラン；
【０１５９】
　例えば、３－メルカプトプロピルトリメトキシラン、３－メルカプトプロピルトリエト
キシシラン、γ－メルカプトプロピルメチルジエトキシシラン等のメルカプト系シラン；
【０１６０】
　例えば、γ―イソシアネートプロピルトリエトキシシラン等のイソシアネート系シラン
；
【０１６１】
　例えば、メチルシラン、エチルシラン、ジメチルシラン、ジエチルシラン、ジエチルメ
チルシラン、ブチルジメチルシラン、ジ－ｔ－ブチルメチルシラン、トリエチルシラン、
トリヘキシルシラン、ブチルジメチルシラン、シクロヘキシルジメチルシラン、ｎ－ヘキ
シルシラン、ｎ－オクチルシラン、トリ－ｎ－オクチルシラン、トリプロピルシラン、ト
リイソプロピルシラン、トリイソブチルシラン、トリヘキシルシラン、ｎ－オクタデシル
シラン、フェニルシラン、メチルフェニルシラン、ジメチルフェニルシラン、メチルフェ
ニルビニルシラン、ジメチルベンジルシラン、ジフェニルシラン、トリフェニルシラン、
(フェニルエチニル)ジメチルシラン、メチルジクロロシラン、エチルジクロロシラン、ジ
メチルクロロシラン、ビス(２－クロロエトキシ)メチルシラン、トリス(２－クロロエト
キシ)シラン、ｎ－ヘキシルジクロロシラン、ジイソプロピルクロロシラン、ジクロロシ
ラン、ジ－ｔ－ブチルクロロシラン、トリクロロシラン、クロロメチルシラン、メチルフ
ェニルクロロシラン、フェニルジクロロシラン、ジフェニルクロロシラン、クロロイソプ
ロピルシラン、ジクロロメチルシラン、ジクロロエチルシラン、メチルジメトキシシラン
、ジメトキシメチルシラン、メチルジエトキシシラン、ジメチルエトキシシラン、ジエト
キシシラン、トリメトキシシラン、トリエトキシシラン、トリペンチルオキシシラン、ト
リス(トリメチルシロキシ)シラン、メチルフェニルエテニルシラン、アリルジメチルシラ
ン、１，１，２－トリメチルジシラン、１，１，２，２－テトラフェニルジシラン、１，
１，３，３－テトラメチルジシラザン、１，４－ビス(ジメチルシリル)ベンゼン、メチル
トリス(ジメチルシロキシ)シラン、トリス(トリメチルシロキシ)シラン、フェニルトリス
(ジメチルシロキシ)シラン、テトラキス(ジメチルシロキシ)シラン、テトラメチルジシラ
ザン、ジメチルシリルジメチルアミン、ビス(ジメチルアミノ)メチルシラン、トリス(ジ
メチルアミノ)シラン、トリス(ジメチルシリル)アミン、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノメチル
エトキシシラン、ジアセトキシメチルシラン、Ｎ，Ｏ－ビス(ジメチルシリル)アセトアミ
ド、２－(ジメチルシリル)ピリジン、テトラキス(ジメチルシリル)シラン、アリルジメチ
ルシラン、メルカプトジメチルシラン、シクロプロパンシラン、トリス(トリメチルシリ
ル)シラン、１，１，４，４－テトラメチルジシリルエテン、シクロヘキサンシラン、ペ
ンタメチルジシロキサン、テトラメチルシクロテトラシロキサン、１，３－ジフェニル－
１，３－ジメチルジシロキサン、ペンタメチルジシロキサン、１，１，３，３－テトラメ
チルジシロキサン、１，１，３，３－テトライソプロピルジシロキサン、１，１，３，３
－テトラキス(トリメチルシロキシ)ジシロキサン、１，１，３，３，－テトラメチルジシ
ラザン、１，２－ビス(ジメチルシリル)ベンゼン、１，１，３，３，５，５－ヘキサメチ
ルトリシロキサン、１，１，３，３，５，５，７，７－オクタメチルテトラシロキサン、
１，１，１，３，５，５，５－ヘプタメチルトリシロキサン、１，１，３，３，５，５－
ヘプタメチルトリシロキサン、１，１，１，３，５，７，７，７－オクタメチルテトラシ
ロキサン、１，３，５，７－テトラメチルシクロテトラシロキサン、１，３，５，７，９
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－ペンタメチルシクロペンタシロキサン、１，２，３，４，５，６－ヘキサメチルシクロ
トリシラザン、α，ω－ビス(ハイドロジエン)ポリジメチルシロキサンや長鎖ジメチルシ
ロキサンオリゴマーでヒドロシリル基を持ったオイル状あるいはワックス状のヒドロシリ
ル系シラン等が挙げられる。
【０１６２】
　また、該シラン化合物としては市販製品を用いることも可能であるし、２種以上のシラ
ン混合物を加水分解・縮合してオリゴマー化したオリゴマー系シランを使用する事もこれ
らシラン化合物に含まれる。該シラン化合物は単独または２種類以上の混合物として使用
することも可能である。
【０１６３】
　本発明の樹脂組成物１００重量部に対して、シラン化合物を０．０１～１０重量部含有
することが好ましく、０．１～５重量部含有することがより好ましい。０．０１重量部未
満であると耐熱性や耐湿熱性の向上効果があまり期待できない。一方、１０重量部を超え
ると、凝集力が不足して耐久性試験にて重合塗膜発泡が生じやすく、また、接着性が低下
するので好ましくない。
【０１６４】
　本発明における樹脂組成物は、更に酸化防止剤を含んでも良い。酸化防止剤を含むこと
によって、活性エネルギー線重合後の重合塗膜層の経時での着色を抑制することができる
。
　酸化防止剤としては、例えば、アデカスタブＡＯ‐５０、アデカスタブＡＯ‐８０(旭
電化工業製)、などのフェノール系酸化防止剤や、ＩＲＧＡＮＯＸ‐ＰＳ‐８００ＦＤ(チ
バ・スペシャルティ・ケミカルズ製)、などのイオウ系酸化防止剤、ＴＩＮＵＢＩＮ６２
２ＬＤ、ＴＩＮＵＢＩＮ１４４、ＴＩＮＵＢＩＮ７６５等のヒンダードアミン系の光安定
剤等の市販品が挙げられるが、これらに限定されるものではない。
【０１６５】
　酸化防止剤の配合割合は、樹脂組成物１００重量部に対して、０．０１～２０重量部で
あり、０．０１～１０重量部であることが好ましい。０．０１重量部より少ないと、活性
エネルギー線により早期に消費されてしまうため、重合率が下がり、逆に２０重量部より
多くなると、重合率は上がるが、重合塗膜の分子量が低下し、樹脂組成物を活性エネルギ
ー線重合性コート剤、あるいは活性エネルギー線重合性接着剤として使用した場合には、
重合架橋塗膜の凝集をの低下させるため、耐久性も低下する。
【０１６６】
　本発明の樹脂組成物は、本発明の効果を損なわない範囲で有れば、前記したような成分
の他に添加剤を適宜配合することが可能である。例えば、硬化収縮率低減、熱膨張率低減
、寸法安定性向上、弾性率向上、粘度調整、熱伝導率向上、強度向上、靭性向上、着色向
上等の観点から有機又は無機の充填剤を配合できる。このような充填剤としては、ポリマ
ー、セラミックス、金属、金属酸化物、金属塩、染顔料等を用いることができ、形状につ
いては粒子状、繊維状等特に限定されない。なお、上記ポリマーの配合に当っては、柔軟
性付与剤、可塑剤、難燃化剤、保存安定剤、酸化防止剤、紫外線吸収剤、チクソトロピー
付与剤、分散安定剤、流動性付与剤、消泡剤等、充填剤としてではなくポリマーブレンド
、ポリマーアロイとして、樹脂組成物中に溶解、半溶解又はミクロ分散させることも可能
である。
【０１６７】
　本発明の樹脂組成物は、液状、ペースト状及びフィルム状のいずれの形態でも使用する
ことができる。
　なお、本発明における樹脂組成物は、実質的に有機溶剤を含まないことが好ましいが、
有機溶剤を含有することも可能である。例えば、メタノール、エタノール、イソプロピル
アルコール、アセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトン、酢酸メチル、酢
酸エチル、酢酸ブチル、シクロヘキサン、トルエン、キシレンその他の炭化水素系溶媒等
の有機溶媒や、水をさらに添加して、樹脂組成物の粘度を調整することもできるし、樹脂
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組成物を加熱して粘度を低下させることもできる。
【０１６８】
　本発明における樹脂組成物は、樹脂組成物層の膜厚が使用用途によって、０．１～６μ
ｍの場合には、粘度は１～１５００ｍＰａ・ｓであることが重要であり、好ましくは１０
～１３００ｍＰａ・ｓであり、２０～１０００ｍＰａ・ｓであることがより好ましい。粘
度が１５００ｍＰａ・ｓより高いと基材に塗工した場合、０．１～６μｍの薄膜塗工がで
きず、透過率等の光学的特性が悪化してしまう。一方、粘度が１ｍＰａ・ｓより低いと樹
脂組成物層の膜厚制御が困難になる。
　また、樹脂組成物層の膜厚が使用用途によって、６～３００μｍの場合には、粘度は１
５００～１０００００ｍＰａ・ｓであることが重要であり、好ましくは３０００～５００
００ｍＰａ・ｓであることがより好ましい。
　樹脂組成物の粘度は、樹脂（ｃ）の粘度で殆ど決定されるため、樹脂（Ｃ）の粘度を１
～１０００００ｍＰａ・ｓの範囲で管理することにより、樹脂組成物の粘度も管理が可能
である。
【０１６９】
　次に樹脂組成物の塗工プロセスについて説明する。
　常法にしたがって適当な方法で基材の片面、または両面に樹脂組成物を塗工して、基材
上に樹脂組成物の積層構造(樹脂組成物層ともいう)を形成することができる。樹脂組成物
層の要求膜厚が使用用途によって、０．１～６μｍの場合には、樹脂組成物層の厚さは、
０．１～６μｍの薄膜塗工であることが好ましく、０．１μｍ～３μｍであることがより
好ましい。０．１μｍ未満では、樹脂組成物を活性エネルギー線重合性接着剤として用い
た場合には、十分な接着力が得られないことがあり、６μｍを超えても接着力等の特性は
それ以上向上しない場合が多い。
　一方、樹脂組成物層の要求膜厚が使用用途によって、６～３００μｍの場合には、樹脂
組成物層の厚さは、６～３００μｍの厚膜塗工であることが好ましく、２０μｍ～２５０
μｍであることがより好ましい。６μｍ未満では、樹脂組成物を活性エネルギー線重合性
接着剤として用いた場合には、十分な応力緩和性が得られないことがあり、３００μｍを
超えるとスジ引き等の塗工性が低下する場合が多い。
【０１７０】
　本発明の樹脂組成物を基材等に塗工する方法としては、特に制限は無く、マイヤーバー
、アプリケーター、刷毛、スプレー、ローラー、グラビアコーター、ダイコーター、マイ
クログラビアコーター、リップコーター、コンマコーター、カーテンコーター、ナイフコ
ーター、リバースコ－ター、スピンコーター等種々の塗工方法が挙げられるが、薄膜塗工
や厚膜塗工等、用途により使用可能であり、特に制限はない。
【０１７１】
本発明の樹脂組成物は、公知慣用の方法により基材上に塗布し、形成された塗布層に活性
エネルギー線を照射し、α，β－不飽和結合基を有する化合物を活性エネルギー線重合さ
せることにより重合硬化する。活性エネルギー線の照射光源としては、１５０～５５０ｎ
ｍ波長域の光を主体としたもので、低圧水銀灯、中圧水銀灯、高圧水銀灯、超高圧水銀灯
、キセノンランプ又はメタルハライドランプなどが適当である。その他、レーザー光線、
電子線なども露光用活性エネルギー線として利用できる。
【０１７２】
　活性エネルギー線の照射強度は、１０～５００ｍＷ／ｃｍ2であることが好ましい。光
照射強度が１０ｍＷ／ｃｍ2未満であると、硬化に長時間を必要とし、５００ｍＷ／ｃｍ2

を超えると、ランプから輻射される熱により、各種基材（Ｇ）における基材劣化が生じる
可能性があるため、好ましくない。照射強度と照射時間の積として表される積算照射量は
５０～５，０００ｍＪ／ｃｍ2とであることが好ましい。積算照射量が５０ｍＪ／ｃｍ2よ
り少ないと、重合硬化に長時間を必要とし、５，０００ｍＪ／ｃｍ2より大きいと、照射
時間が非常に長くなり、生産性が劣るため、好ましくない。
【０１７３】
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　本発明の樹脂組成物の重合硬化層は、樹脂組成物を重合硬化してなるものであり、－８
０℃～１００℃のガラス転移温度(以下、Ｔｇという)を呈するものであり、打ち抜き加工
性の点から、－６０～４０℃であることがより好ましく、－６０～０であることがさらに
好ましい。
　樹脂組成物は、重合硬化物のＴｇが上記のようになるように、樹脂(C)、分子内に１個
以上のカルボキシル基を有するα，β－不飽和二重結合含有化合物(A)、環状イミン化合
物(B)、活性エネルギー線重合開始剤(D)及びシラン化合物から、適宜化合物を選択してな
るものである。特に、(A)では、(メタ)アクリロイル基を有する化合物が好適であり、ア
クリロイル基を有する化合物がより好適である。
【０１７４】
　本発明の樹脂組成物は、さらに活性エネルギー線重合性コート剤(以下コート剤と称す)
や活性エネルギー線重合性接着剤(以下接着剤と称す)として好適である。
　上記、基材は、樹脂組成物をコート剤として基材の片面に使用した場合には、木材、金
属板、プラスチック板、フィルム状基材、ガラス板、紙加工品等、特に制限無く使用でき
るが、二つの基材を貼り合わせる接着剤として使用した場合には、活性エネルギー線を照
射して重合させることが可能な基材は活性エネルギー線を透過し易いフィルム状基材であ
るため、特に透明フィルムや透明ガラス板を使用する事が好ましい。片方を活性エネルギ
ー線が透過し難い基材、例えば、木材、金属板、プラスチック板、紙加工品等を使用した
場合でも、もう片方を透明フィルムや透明ガラス板を使用し、透明フィルムや透明ガラス
板側から照射し、重合硬化を行えば使用は可能である。
【０１７５】
　本発明の樹脂組成物は、フィルム状基材を使用する事が好ましく、フィルム状基材とし
ては、セロハン、各種プラスチックフィルム、紙等のフィルム状基材が挙げられるが、透
明な各種プラスチックフィルムの使用が好ましい。また、フィルム状基材としては、透明
であれば、単層のものであってもよいし、複数の基材を積層してなる多層状態にあるもの
も用いることができる。
【０１７６】
　本発明の樹脂組成物の活性エネルギー線による重合反応を使用する場合は、即ち、フィ
ルム状基材である透明フィルムと該透明フィルムの少なくとも一方の面に位置する樹脂組
成物層とを具備する積層体の形成に使用されることが好ましい。
　本発明の透明フィルムの積層体は、以下のようにして得ることができる。
樹脂組成物を活性エネルギー線重合性コート剤として使用した場合には、フィルム状基材
である透明フィルムの片面にコート剤を塗工することによって、積層体を得ることができ
る。
　また、樹脂組成物を活性エネルギー線重合性接着剤として使用した場合には、フィルム
状基材である透明フィルムの片面に接着剤を塗工し、別の透明フィルムを接着層の表面に
積層したり、更にこの積層体の片面や両面に接着剤を塗工し、更に別の透明フィルム、ガ
ラス、あるいは透明成形体に積層したりすることによって、積層体を得ることができる。
　コート剤や接着剤の活性エネルギー線重合反応は、コート剤や接着剤の塗工時、あるい
は積層する際、さらには積層した後に活性エネルギー線を照射して進行するが、積層した
後に活性エネルギー線を照射して重合反応を進めることが好ましい。
【０１７７】
　本発明の透明フィルムについて説明する。
　本発明の透明フィルムは、ディスプレイやタッチパネル等の情報通信機器の光学フィル
ムを使用する事ができる。
　ここで、活性エネルギー線重合性コート剤、活性エネルギー線重合性接着剤及び光学用
積層体について一般的な説明をする。
　コート剤や接着剤は、光学用積層体を形成するために用いられる。
　光学用積層体の基本的積層構成は、コート剤を使用した場合には、透明フィルム／コー
ト層、あるいはコート層／透明フィルム／コート層のようなシート状の光学コート積層体
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である。
　また、接着剤を使用した場合には、透明フィルム／接着層／透明フィルム、あるいは透
明フィルム／接着層／透明フィルム／接着層／透明フィルムのようなシート状の両面感光
硬化性接着積層体である。さらには、透明フィルム／接着層／透明フィルム／接着層／透
明フィルム／接着層／透明フィルム、ガラス、あるいは光学成形体のような多層の光学フ
ィルムを光学部材に固定化した光学用積層体として使用される。
【０１７８】
　光学フィルムとして使用される各種透明フィルムは、例えば透明性、機械的強度、熱安
定性、水分遮断性、等方性などに優れる熱可塑性樹脂が用いられる。各種透明フィルムと
しては、各種プラスチックフィルムやプラスチックシートともいわれ、例えば、ポリビニ
ルアルコールフィルムやトリアセチルセルロースフィルム、ポリプロピレン、ポリエチレ
ン、ポリシクロオレフィン、エチレン－酢酸ビニル共重合体などのポリオレフィン系フィ
ルム、ポリエチレンテレフタレートやポリブチレンテレフタレートなどのポリエステル系
フィルム、ポリカーボネート系フィルム、ポリノルボルネン系フィルム、ポリアリレート
系フィルム、アクリル系フィルム、ポリフェニレンサルファイド系フィルム、ポリスチレ
ン系フィルム、ビニル系フィルム、ポリアミド系フィルム、ポリイミド系フィルム、オキ
シラン系フィルムなどが挙げられる。
【０１７９】
　本発明の透明フィルムは、多層に使用する場合は、同一組成であっても異なっていても
良い。例えば、片面にシクロオレフィン系フィルムを使用し、もう一方の片面に(アクリ
ル系フィルムを使用しても何ら差し支えは無い。
【０１８０】
　透明フィルムの厚さは、適宜に決定しうるが、一般には強度や取扱性等の作業性、薄層
性などの点より１～５００μｍ程度である。特に１～３００μｍが好ましく、５～２００
μｍがより好ましい。透明フィルムは、５～１５０μｍの場合に特に好適である。
　なお、光学フィルムである偏光板の偏光子の両側に透明フィルムを設ける場合、その表
裏で同じポリマー材料からなる透明フィルムを用いてもよく、異なるポリマー材料等から
なる透明フィルムを用いてもよい。
【０１８１】
　次に光学フィルムについて説明する。
　本発明における光学用積層体としては、上記の各種透明フィルムのうち、主に光学用途
にて用いられる光学フィルムが好適に使用される。光学フィルムとしては、上記透明フィ
ルムに特殊な処理を施されたものであり、光学的機能(光透過、光拡散、集光、屈折、散
乱、ＨＡＺＥ等の諸機能)を有するものが光学フィルムと称されている。これらの光学フ
ィルムは単独で、または数種の光学フィルムをコート剤や接着剤で多層に積層されて光学
用積層体として使用される。例えば、ハードコートフィルム、帯電防止コートフィルム、
防眩コートフィルム、偏光フィルム、位相差フィルム、楕円偏光フィルム、反射防止フィ
ルム、光拡散フィルム、輝度向上フィルム、プリズムフィルム(プリズムシートともいう)
、導光フィルム(導光板ともいう)等が挙げられる。
　偏光フィルムは、偏光板とも呼ばれ、ポリビニルアルコール系偏光子の両面を２枚のア
セチルセルロース系フィルムであるトリアセチルセルロース系保護フィルム(以下、「Ｔ
ＡＣフィルム」という)や、ポリビニルアルコール系偏光子の片面や両面をノルボルネン
系フィルムであるシクロオレフィ系フィルム、アクリル系フィルム、ポリカーボネート系
フィルム、ポリエステル系フィルム等で挟んだ多層構造のシート状の光学素子用積層体で
ある。
【０１８２】
　本発明の活性エネルギー線重合性接着剤を使用した光学フィルムの積層体は、液晶表示
装置、ＰＤＰモジュール、タッチパネルモジュール、有機ＥＬモジュール等のガラス板や
上記の各種プラスチックフィルム等の透明フィルムに貼着して光学素子用積層体として使
用されることが好ましい。
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【０１８３】
　本発明の偏光板（偏光フィルム）は、より具体的には、以下のようにして得ることがで
きる。
（I）第１の透明フィルムである保護フィルムの一方の面に、活性エネルギー線重合性接
着剤を塗工し、第１の重合性接着層（２’）を形成し、
　透明フィルムである第２の保護フィルムの一方の面に、活性エネルギー線重合性接着剤
を塗工し、第２の活性エネルギー線重合性接着層を形成し、
　次いで、ポリビニルアルコール系偏光子の各面に、第１の活性エネルギー線重合性接着
層及び第２の活性エネルギー線重合性接着層を、同時に／または順番に重ね合わせた後、
活性エネルギー線を照射し、第１の活性エネルギー線重合性接着層及び第２の活性エネル
ギー線重合性接着層を重合硬化することによって製造する方法。
【０１８４】
（II）ポリビニルアルコール系偏光子の一方の面に、活性エネルギー線重合性接着剤を塗
工し、第１の活性エネルギー線重合性接着層を形成し、形成された第１の活性エネルギー
線重合性接着層の表面を透明フィルムである第１の保護フィルムで覆い、次いでポリビニ
ルアルコール系偏光子の他方の面に、活性エネルギー線重合性接着剤を塗工し、第２の活
性エネルギー線重合性接着層を形成し、形成された第２の活性エネルギー線重合性接着層
の表面を第２の保護フィルムで覆い、活性エネルギー線を照射し、第１の活性エネルギー
線重合性接着層及び第２の活性エネルギー線重合性接着層を重合硬化することによって製
造する方法。
【０１８５】
（III）第１の透明フィルムである保護フィルムとポリビニルアルコール系偏光子を重ね
た端部および、ポリビニルアルコール系偏光子の第１の保護フィルムがない面に重ねた第
２の保護フィルムの端部に活性エネルギー線重合性接着剤をたらした後、ロールの間を通
過させ各層間に接着剤を広げる。次に活性エネルギー線を照射し、活性エネルギー線重合
性接着剤を重合硬化させることによって製造する方法等があるが、特に限定するものでは
ない。
【実施例】
【０１８６】
　以下に、本発明の具体的な実施例を比較例と併せて説明するが、本発明は、下記実施例
に限定されない。また、下記実施例および比較例中、「部」および「％」は、それぞれ「
重量部」および「重量％」を表す。
【０１８７】
例示化合物は以下の表１、２に具体的に示すが、これらに限られるものではない。
表１、２中の例示化合物は下記の通りである。
ＡＡ：アクリル酸
ＭＡＡ：メタクリル酸
Ｍ－５３００：東亞合成社製　酸含有アクリル酸エステル
ＨＢＡＰ：２，２’－ビスヒドロキシメチルブタノールトリス［３－（１－アジリジニル
）プロピオネート］
ＨＢＭＡＰ：２，２’－ビスヒドロキシメチルブタノールトリス［３－（２－メチルー１
－アジリジニル）プロピオネート］
ＨＤＵ：１，６－ヘキサメチレンビス－Ｎ，Ｎ’－エチレンウレア
紫光ＵＶ３０００Ｂ：日本合成化学工業社製　ウレタンアクリレート（ポリウレタンオリ
ゴマー）
４ＨＢＡ：アクリル酸４－ヒドロキシブチル
ＨＥＡ：アクリル酸２-ヒドロキシエチル
ＩＢＸＡ：アクリル酸イソボニル
ＡＣＭＯ：Ｎ－アクリロイルモルホリン
ＴＰＯ：２，４，６－トリメチルベンゾイル-ジフェニル-フォスフィンオキサイト゛（Ｂ
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【０１８８】
［実施例１］
　窒素雰囲気下、1000ｍＬ三つ口フラスコに２，２’－ビスヒドロキシメチルブタノール
トリス［３－（１－アジリジニル）プロピオネート］（ＨＢＡＰ）を８４ｇ秤量し、トル
エン４００ｍＬを加えた。アクリル酸（ＡＡ）４７ｇを３０分かけて滴下し、室温にて２
時間撹拌した。６０℃に昇温した後、５時間反応させ室温に戻した。エバポレーターを用
いて、溶剤を留去し、反応性モノマー（１）を得た（実施例１）。1Ｈ－ＮＭＲにより、
環状イミン部位のピークの消失を確認した。
【０１８９】
［実施例２～９］
　２，２’－ビスヒドロキシメチルブタノールトリス［３－（１－アジリジニル）プロピ
オネート］（ＨＢＡＰ）とアクリル酸（ＡＡ）の代わりに、表１に示す組わせで、実施例
１と同様の操作を行い、反応性モノマー（２）～（９）（実施例２～９）を得た。
【０１９０】
【表１】

【０１９１】
［配合例１～１６］
　酸素濃度が１０％以下に置換された遮光された３００ｍｌのマヨネーズ瓶に、表１に示
す反応性モノマー、樹脂（Ｃ）及び活性エネルギー線重合開始剤（Ｄ）を表２に示す比率
で仕込み、十分に攪拌と脱泡を行った後、配合例に示す活性エネルギー線重合性樹脂組成
物を得た。
【０１９２】
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【表２】

【０１９３】
《重量平均分子量(Ｍｗ)》
　オリゴマーの重量平均分子量(Ｍｗ)の測定は昭和電工社製ＧＰＣ(ゲルパーミエーショ
ンクロマトグラフィー)「ＳｈｏｄｅｘＧＰＣ Ｓｙｓｔｅｍ－２１」を用いた。ＧＰＣは
溶媒に溶解した物質をその分子サイズの差によって分離定量する液体クロマトグラフィー
であり、重量平均分子量(Ｍｗ)の決定はポリスチレン換算で行った。
【０１９４】
　表２に示した配合例の活性エネルギー線重合性樹脂組成物について、溶液外観、粘度、
及びガラス転移点（Ｔｇ）を以下の方法に従って求め、表３に結果を示した。
【０１９５】
【表３】
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【０１９６】
《外観》
　各配合例で得られた活性エネルギー線重合性樹脂組成物の液体外観を目視にて評価した
。
【０１９７】
《粘度》
　各配合例で得られた活性エネルギー線重合性樹脂組成物を２３℃の雰囲気下でＥ型粘度
計(東機産業社製　ＴＶ－２２)にて、約１．２ｍｌを測定用試料とし、回転速度０．５～
１００ｒｐｍ、１分間回転の条件で測定し、溶液粘度(ｍＰａ・ｓ)とした。
【０１９８】
《ガラス転移温度（Ｔｇ）》
ロボットＤＳＣ（示差走査熱量計、セイコーインスツルメンツ社製「ＲＤＣ２２０」）に
「ＳＳＣ５２００ディスクステーション」（セイコーインスツルメンツ社製）を接続して
、測定に使用した。各配合例で得られた活性エネルギー線重合性樹脂組成物を剥離処理さ
れたポリエステルフィルムに塗工し、活性エネルギー線を照射し、重合硬化させたものを
約１０ｍｇかきとり、試料としてアルミニウムパンに入れ、秤量して示差走査熱量計にセ
ットし、試料を入れない同タイプのアルミニウムパンをリファレンスとして、１００℃の
温度で５分間加熱した後、液体窒素を用いて－１２０℃まで急冷処理した。その後１０℃
／分で昇温し、昇温中に得られたＤＳＣチャートからガラス転移温度（Ｔｇ、単位：℃）
を決定した。
【０１９９】
[実施例１０] 
配合例１に示した樹脂組成物を活性エネルギー線重合性接着剤として使用し、以下の積層
体（偏光板）を作成した（実施例１０）。
【０２００】
透明フィルムである保護フィルム（１）として、日本ゼオン社製の紫外線吸収剤を含有し
ないポリノルボルネン系フィルム（100μm）：商品名「ＺＦ－１４」 を用い、保護フィ
ルム（２）として、三菱レイヨン社製の紫外線吸収剤を含有しないポリアクリル系フィル
ム（50μm）：商品名「ＨＢＤ－００２」を使用し、それぞれその表面に３００Ｗ・ｍｉ
ｎ／ｍ2の放電量でコロナ処理を行い、表面処理後１時間以内に、配合例１に示す活性エ
ネルギー線重合性接着剤をワイヤーバーコーターを用いて膜厚４μｍとなるように塗工し
、活性エネルギー線重合性接着層を形成し、前記活性エネルギー線重合性接着層との間に
上記のポリビニルアルコール系偏光子を挟み、保護フィルム（１）／接着層／ＰＶＡ系偏
光子／接着層／保護フィルム（２）からなる積層体を得た。
　保護フィルム（１）がブリキ板に接するように、この積層体の四方をセロハンテープで
固定し、ブリキ板に固定した。
　活性エネルギー線照射装置（東芝社製　高圧水銀灯）で最大照度３００ｍＷ／ｃｍ2、
積算光量３００ｍＪ／ｃｍ2の紫外線を保護フィルム（２）側から照射して、偏光板を作
製した。
【０２０１】
［実施例１１～２４］［比較例１～４］
接着剤及び保護フィルムを表４の記載に従って変更した以外は、実施例１０と同様の方法
で偏光板（実施例１１～２４、比較例１～４）を作成した。なお、実施例１９は参考例の
意である。
 
【０２０２】
得られた積層体（偏光板）について、剥離強度、ゲル分率、打ち抜き加工性、収縮率、耐
熱性及び耐湿熱性を以下の方法に従って求め、結果を同様に表４に示した。
【０２０３】
《剥離強度》
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　接着力は、ＪＩＳ　Ｋ６　８５４－４　接着剤－剥離接着強さ試験方法－第４部：浮動
ローラー法に準拠して測定した。
　即ち、得られた偏光板を、２５ｍｍ×１５０ｍｍのサイズにカッターを用いて裁断して
測定用サンプルとした。サンプルを両面粘着テープ(トーヨーケム社製ＤＦ８７１２Ｓ)を
使用して、ラミネータを用いて金属板上に貼り付けて、偏光板と金属板との測定用の積層
体を得た。測定用の積層体の偏光板には、保護フィルムと偏光子の間に予め剥離のキッカ
ケを設けておき、この測定用の積層体を２３℃、相対湿度５０％の条件下で、３００ｍｍ
／分の速度で引き剥がし、剥離力とした。この際、ポリビニルアルコール系偏光子と保護
フィルム(１)、及びポリビニルアルコール系偏光子と保護フィルム(２)との双方の剥離力
を測定した。この剥離力を接着力として４段階で評価した。
　　◎：剥離不可、あるいは偏光板破壊
　　○：剥離力が２．０(Ｎ／２５ｍｍ)以上～５．０(Ｎ／２５ｍｍ)未満。
　　△：剥離力が１．０(Ｎ／２５ｍｍ)以上～２．０(Ｎ／２５ｍｍ)未満。
　　×：剥離力が１．０(Ｎ／２５ｍｍ)未満。
【０２０４】
《ゲル分率》
コロナ処理を施していない日本ゼオン社製のノルボルネン系フィルム（商品名「ゼオノア
ＺＦ－１４：１００μｍ」に、活性エネルギー線重合性接着剤を、ワイヤーバーコーター
を用いて膜厚２０～２５μｍとなるように塗工し、活性エネルギー線重合性接着層を形成
した。さらに活性エネルギー線重合性接着層の上にコロナ処理を施していないゼオノア　
ＺＦ－１４を重ね、３層からなる積層体を得た後、活性エネルギー線照射装置(東芝社製
　高圧水銀灯)で最大照度３００ｍＷ／ｃｍ2、積算光量３００ｍＪ／ｃｍ2の活性エネル
ギー線を照射し活性エネルギー線重合性接着層を重合硬化させた。３層からなる積層体の
ゼオノア　ＺＦ－１４を剥離し接着剤層を得た。
　接着剤層の重量を測定した後(重量１)を金属メッシュと金属メッシュの間に挟み接着剤
層同士が重ならないようにし、メチルエチルケトン(ＭＥＫ)中で３時間還流した。さらに
８０℃－３０分乾燥し、接着剤層の重量を測定した(重量２)。下記式よりゲル分率を求め
、３段階評価した。
　ゲル分率(％)＝｛１－(重量１－重量２)／重量１)｝×１００
　　○：ゲル分率が９０％以上
　　△：ゲル分率が８０％以上～９０％未満
　　×：ゲル分率が８０％未満
【０２０５】
《打ち抜き加工性》
　ダンベル社製の１００ｍｍ×１００ｍｍの刃を用い、作製した偏光板を保護フィルム(
１)側から打ち抜いた。
　打ち抜いた偏光板の、周辺の剥離距離を定規で測定し、以下の４段階で評価した。
　　◎：０ｍｍ
　　○：１ｍｍ以下
　　△：１～３ｍｍ
　　×：３ｍｍ以上
【０２０６】
《収縮率》
　上記偏光板小片を６０℃－ｄｒｙと６０℃－９０ＲＨ％の恒温恒湿機中に放置し、６０
時間後の延伸方向の縮み量を測定し、元の長さ(１００ｍｍ)に対する縮み量の割合を収縮
率とし求め、以下の以下の３段階で評価をした。
　　○：収縮率が０．２％以下
　　△：収縮率が０．２％より大きくて０．４％以下
　　×：収縮率が０．４％を超える。
【０２０７】
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《耐熱性》
　各実施例、比較例で得られた偏光板を、５０ｍｍ×４０ｍｍの大きさに裁断し、８０℃
－ｄｒｙ、及び１００℃ｄｒｙの条件下で、それぞれ１０００時間暴露した。暴露後偏光
板の端部の剥がれの有無を目視にて、以下の３段階で評価をした。
　　◎：１００℃ｄｒｙの条件下でも剥がれが全く無し。
　　○：８０℃－ｄｒｙ条件下で剥がれが全く無し。
　　△：８０℃－ｄｒｙ条件下で１ｍｍ未満の剥がれあり。
　　×：８０℃－ｄｒｙ条件下で１ｍｍ以上の剥がれあり。
【０２０８】
《耐湿熱性》
　各実施例、比較例で得られた偏光板を、５０ｍｍ×４０ｍｍの大きさに裁断し、６０℃
－９０％ＲＨの条件下、及び８５℃－８５％ＲＨの条件下で１０００時間暴露した。暴露
後偏光板の端部の剥がれの有無を目視にて、以下の３段階で評価をした。
　　◎：８５℃－８５％ＲＨの条件下でも剥がれが全く無し。
　　○：６０℃－９０％ＲＨの条件下で剥がれが全く無し。
　　△：６０℃－９０％ＲＨの条件下で１ｍｍ未満の剥がれあり。
　　×：６０℃－９０％ＲＨの条件下で１ｍｍ以上の剥がれあり。
【０２０９】
【表４】

【０２１０】
　表４で示した記号は以下の通りである。
ＺＦ－１４：日本ゼオン社製ポリノルボルネン系フィルム、ＨＢＤ－００２：三菱レイヨ
ン社製アクリル系フィルム。ＴＡＣ５０μ：富士フィルムビジネスサプライ社製紫外線吸
収剤を含有しないポリトリアセチルセルロース系フィルム（厚み５０μｍ）。フジタック
：富士フィルム社製　紫外線吸収剤含有ポリトリアセチルセルロース系フィルム（厚み８
０μｍ）。
【０２１１】
[実施例２５]
配合例１に示した樹脂組成物を活性エネルギー線重合性コート剤として使用し、以下の積
層体（実施例２５）を作成した。
【０２１２】
光学フィルムとして、富士フィルム社製の紫外線吸収剤含有ポリトリアセチルセルロース
系フィルム：商品名「フジタック：８０μｍ」を用いた。光学フィルム表面を３００Ｗ・
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脂組成物を活性エネルギー線重合性コート剤として、ワイヤーバーコーターを用いて膜厚
４μｍとなるように塗工し、活性エネルギー線重合性コート剤層を形成した。
　光学フィルムがブリキ板に接するように、この積層体の四方をセロハンテープで、ブリ
キ板に固定した。
　ＵＶ照射装置（東芝社製　高圧水銀灯）内を乾燥窒素で置換後、波長３６５ｎｍの最大
照度３００ｍＷ／ｃｍ2、積算光量３００ｍＪ／ｃｍ2の紫外線を活性エネルギー線重合性
コート剤層側から照射して、活性エネルギー線重合性コート剤層を有する積層体（実施例
２５）を作製した。
【０２１３】
［実施例２６～４１］［比較例５～８］
コート剤および光学フィルムを表５の記載に従って変更した以外は、実施例２５と同様の
方法で積層体（実施例２６～４１、比較例５～８）を作成した。
【０２１４】
得られた積層体について、密着力、耐熱性を以下の方法に従って求め、結果を同様に表５
に示した。
【０２１５】
《密着力》
　ＪＩＳ　Ｋ５４００に従い碁盤目剥離試験を実施した。１００マス中の剥離したマス数
を４段階評価した。
　　◎：０マス
　　○：１～１０マス
　　△：１１～３０マス
　　×：３１マス以上
【０２１６】
《耐熱性》
実施例２５～４１、比較例５～８で得られた積層体を、５０ｍｍ×４０ｍｍの大きさに裁
断し、８０℃－ｄｒｙの条件下で１０００時間暴露した。暴露後積層体の端部の剥がれの
有無を目視にて、以下の３段階で評価をした。
　　○：剥がれが全く無し
　　△：１ｍｍ未満の剥がれあり
　　×：１ｍｍ以上の剥がれあり
【０２１７】
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【０２１８】
本発明において用いた光学フィルムを以下のように具体的に示すが、これらに限られるも
のではない。
フジタック：富士フィルム社製　紫外線吸収剤含有するＴＡＣ系フィルム (８０μｍ)
ＺＦ－１４：日本ゼオン社製　紫外線吸収剤を含有しないポリノルボルネン系フィルム（
１００μｍ）
ＨＢＤ－００２：三菱レイヨン社製　紫外線吸収剤を含有しないポリアクリル系フィルム
（５０μｍ）
Ｒ－１４０：カネカ社製　紫外線吸収剤を含有しないポリカーボネート系フィルム（４３
μｍ）
エンプレットＳ：ユニチカ社製　紫外線吸収剤を含有するポリエステル系フィルム（５０
μｍ）
ＴＵＸ－ＨＺ：東セロ社製　紫外線吸収剤を含有するポリエチレン系フィルム（５０μｍ
）
【０２１９】
本発明の活性エネルギー線樹脂組成物を活性エネルギー線重合性接着剤として用いた場合
は、表４に示すように、実施例１０～２４では、特に問題無い。これに対して比較例１～
４では、特に接着力が低く、打ち抜き加工性や収縮率に難があることがわかる。
　また、本発明の活性エネルギー線樹脂組成物を活性エネルギー線重合性コート剤として
用いた場合は、表４と同様の傾向であり、表５に示す様に実施例２５～４１では、密着力
、及び耐熱性とも優れ、特に問題無い。これに対して比較例５～８では、特に密着力、あ
るいは耐熱性に劣ることがわかる。
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